
「
傾
斜
政
策
」
後
の
ア
メ
リ
カ
南
ア
ジ
ア
政
策

米
印
関
係
改
善
へ
の
模
索
と
そ
の
限
界
一
九
七
二

一
九
七
六

溝

口

聡

は
じ
め
に

一

ニ
ク
ソ
ン
政
権
の
ア
メ
リ
カ
南
ア
ジ
ア
政
策

二

シ
ム
ラ
協
定
の
締
結
と
イ
ン
ド
・
ル
ピ
ー
問
題
の
収
束

三

イ
ン
ド
の
核
実
験
と
非
常
事
態
宣
言
の
反
動

お
わ
り
に

は
じ
め
に

一
九
四
七
年
八
月
の
イ
ン
ド
独
立
当
初
、
米
印
関
係
の
将
来
に
は
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

(1
)

い
た
。
こ
の
期
待
感
の
根
拠
と
し

て
、
ア
メ
リ
カ
が
注
目
し
た
の
は
、
民
主
主
義
と
い
う
政
治
体
制
や
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
独
立
と
い
う
文
化
・
歴
史
的
共
通
点
で
あ
っ

た
。
し
か
し
実
の
と
こ
ろ
、
そ
の
後
の
両
国
の
関
係
は
、「
奇
妙
な
関
係
」
や
「
疎
遠
な
関
係
」
と
形
容
さ
れ
、
決
し
て
友
好
的
と
は
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言
え
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
冷
戦
期
に
お
け
る
米
印
関
係
の
冷
却
化
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
政
府
の
南
ア
ジ
ア
地
域
へ
の
戦
略
的
関

心
の
低
さ
、
イ
ン
ド
の
非
同
盟
外
交
、
カ
シ
ミ
ー
ル
問
題
、
米
パ
相
互
防
衛
援
助
協
定
の
締
結
、
第
三
次
印
パ
戦
争
時
の
「
傾
斜
政

策
」
な
ど
に
焦
点
を
当
て
な
が
ら
、
多
く
の
先
行
研
究
が
解
明
し
て

(2
)

き
た
。

そ
の
一
方
で
、
米
印
両
国
の
関
係
修
復
に
向
け
た
試
み
を
分
析
し
た
研
究
の
蓄
積
は
、
十
分
と
は
言
い
難
い
。
冷
戦
期
の
通
史
的
解

釈
に
お
い
て
は
、
中
印
国
境
紛
争
時
の
一
時
的
な
関
係
改
善
を
除
い
て
、
米
印
関
係
で
は
対
立
基
調
が
、
総
じ
て
強
調
さ
れ
て

(3
)

き
た
。

こ
う
し
た
定
説
は
、
誤
り
で
は
な
い
も
の
の
、
両
国
の
国
際
関
係
史
を
や
や
安
易
に
友
好
的
か
非
友
好
的
か
の
時
期
区
分
に
単
純
化
し

て
い
る
の
は
否
め
な
い
。
冷
戦
期
、
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
南
ア
ジ
ア
地
域
は
、
外
交
史
家
の
ロ
バ
ー
ト
・
マ
ク
マ
ン
（Robert

J.

M
cM

ahon

）
が
、「
冷
戦
の
周
辺
」
と
形
容
し
た
よ
う
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
冷
戦
の
中
で
位
置
付
け
ら
れ
、
イ
ン
ド
亜
大
陸
自
体
が
一
義

的
な
地
位
を
占
め
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
だ
が
、
ア
メ
リ
カ
は
南
ア
ジ
ア
地
域
に
無
関
心
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
ト
ル
ー
マ
ン

（H
arry

S. T
rum

an

）
政
権
以
降
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
、
イ
ン
ド
と
パ
キ
ス
タ
ン
の
緊
張
緩
和
を
促
進
し
な
が
ら
、
両
国
を
共
産
主
義

の
封
じ
込
め
政
策
に
組
み
入
れ
る
と
い
う
南
ア
ジ
ア
政
策
の
基
本
方
針
に
照
ら
し
て
、
印
パ
両
国
へ
の
軍
事
経
済
援
助
を
行
っ
て
い

た
。
米
パ
相
互
防
衛
援
助
協
定
を
締
結
し
、
イ
ン
ド
か
ら
厳
し
い
批
判
を
受
け
た
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
（D

w
i ght

D
. Ei senhow

er

）
政

権
が
、
対
印
向
け
の
ド
ル
借
款
や
食
糧
援
助
を
重
点
的
に
行
っ
た
背
景
に
は
、
こ
う
し
た
冷
戦
の
視
点
が
あ

(4
)

っ
た
。
ま
た
、
イ
ン
ド
国

内
で
も
知
名
度
を
獲
得
し
た
ボ
ー
ル
ズ
（Chester

B. Bow
l es

）
や
ガ
ル
ブ
レ
イ
ス
（John

K
. Gal brai th

）
と
い
っ
た
歴
代
の
駐
印
大

使
が
、
米
印
の
友
好
化
の
た
め
に
尽
力
し
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
の
南
ア
ジ
ア
政
策
が
必
ず
し
も
「
一
枚
岩
」
で
は
な
か
っ
た
こ
と

は
、
す
で
に
実
証
的
に
証
明
さ
れ
て

(5
)

い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
歴
代
政
権
の
米
印
親
善
へ
の
取
り
組
み
に
は
、
明
ら
か
な
温
度
差
が
あ
っ
た
。
従
来
の
研
究
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
ア

メ
リ
カ
の
南
ア
ジ
ア
地
域
へ
の
影
響
力
は
、
第
二
次
印
パ
戦
争
後
に
明
ら
か
に
低
下
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
深
刻
化
す
る
中
、
南
ア

ジ
ア
で
の
戦
争
に
対
処
す
る
余
力
の
な
い
ジ
ョ
ン
ソ
ン
（Lyndon

B. Johnson

）
政
権
が
、
印
パ
両
国
か
ら
相
手
国
へ
の
兵
器
援
助
を
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非
難
さ
れ
た
た
め
、
両
国
へ
の
武
器
禁
輸
措
置
を
施
行
し
、
南
ア
ジ
ア
へ
の
軍
事
援
助
を
停
止
し
た
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
武
器
禁

輸
措
置
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
中
国
へ
の
傾
斜
と
中
パ
へ
の
対
抗
措
置
と
し
て
の
イ
ン
ド
の
ソ
連
接
近
と
い
う
、
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
望

ま
し
く
な
い
結
果
を
招

(6
)

い
た
。
し
か
し
、
第
二
次
印
パ
戦
争
で
の
失
敗
が
、
ア
メ
リ
カ
の
南
ア
ジ
ア
政
策
の
終
焉
を
も
た
ら
し
た
と
す

る
一
部
の
見
解
は
、
や
や
短
絡
す
ぎ
る
結
論
と
言
え

(7
)

よ
う
。
そ
も
そ
も
、
ア
メ
リ
カ
が
軍
事
援
助
問
題
で
印
パ
間
の
ジ
レ
ン
マ
か
ら
解

放
さ
れ
た
期
間
は
短
く
、
ニ
ク
ソ
ン
（Ri chard

M
. N

i xon

）
政
権
が
米
中
接
近
の
窓
口
に
「
パ
キ
ス
タ
ン
・
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
を
利
用

し
、
そ
の
見
返
り
と
し
て
武
器
禁
輸
措
置
の
一
時
的
な
緩
和
に
乗
り
出
し
、
再
び
印
パ
間
の
政
策
調
整
問
題
に
携
わ
っ
た
こ
と
は
論
を

俟
た
な
い
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
歴
代
政
権
が
、
程
度
の
差
は
あ
れ
ど
も
、
反
目
し
合
う
印
パ
両
国
と
の
政
策
調
整
問
題

に
携
わ
り
な
が
ら
、
南
ア
ジ
ア
地
域
の
安
定
化
を
政
策
目
標
と
し
た
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
米
印
関
係
の
対
立
の
側
面
だ
け
で
な
く
、
緊

張
緩
和
に
向
け
た
試
み
を
検
討
す
る
の
は
、
冷
戦
期
の
ア
メ
リ
カ
南
ア
ジ
ア
政
策
の
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
も
有
益
で
あ
ろ
う
。

本
稿
で
は
、
冷
戦
期
に
お
い
て
、
米
印
関
係
が
最
も
険
悪
な
状
態
に
陥
っ
た
と
も
さ
れ
る
一
九
七
一
年
の
第
三
次
印
パ
戦
争
時
の
傾

斜
政
策
以
後
の
ニ
ク
ソ
ン
と
フ
ォ
ー
ド
（Geral d

R. Ford

）
両
政
権
と
ガ
ン
デ
ィ
（Indi ra

Gandhi

）
政
権
に
お
け
る
関
係
修
復
に
向

け
た
試
み
を
考
察
す
る
。
第
三
次
印
パ
戦
争
後
、
ア
メ
リ
カ
外
交
に
お
け
る
南
ア
ジ
ア
地
域
の
重
要
性
は
、
一
九
七
九
年
一
二
月
の
ソ

連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻
ま
で
相
対
的
に
低
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
第
三
次
印
パ
戦
争
以
後
の
ア
メ
リ
カ
南
ア
ジ
ア
政
策

を
解
明
し
よ
う
と
す
る
研
究
は
少

(8
)

な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
ニ
ク
ソ
ン
と
フ
ォ
ー
ド
両
政
権
期
の
ア
メ
リ
カ
と
イ
ン
ド
と
の
間
に
は
、

第
三
次
印
パ
戦
争
時
以
外
に
も
、
一
九
七
四
年
の
イ
ン
ド
核
実
験
や
翌
年
の
非
常
事
態
宣
言
と
い
う
厄
介
な
外
交
課
題
が
存
在
し
て
い

た
。一

般
的
な
解
釈
で
は
、
ガ
ン
デ
ィ
政
権
が
引
き
起
こ
し
た
こ
れ
ら
二
つ
の
問
題
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
は
西
側
諸
国
と
歩
調
を
合
わ
せ

な
が
ら
、
イ
ン
ド
に
批
判
的
な
姿
勢
を
示
し
た
と
結
論
付
け
ら
れ
て
き
た
。
イ
ン
ド
核
実
験
に
関
し
て
言
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
は
確
か

に
、
原
子
力
供
給
国
グ
ル
ー
プ
（N

ucl ear
Suppli ers

Group: N
SG

）
に
よ
る
原
子
力
技
術
の
輸
出
に
関
す
る
制
限
措
置
や
核
不
拡
散

「傾斜政策」後のアメリカ南アジア政策（溝口 聡)
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条
約
（N

on- Prolif erati on
T
reaty: N

PT

）
条
約
に
調
印
せ
ず
、
ウ
ラ
ン
濃
縮
機
器
や
そ
の
技
術
を
輸
入
す
る
国
に
対
し
て
、
援
助
を

禁
じ
る
「
サ
イ
ミ
ン
ト
ン
修
正
条
項
」
を
適
用
し
て
、
イ
ン
ド
の
核
兵
器
開
発
を
ݗ
制
す
る
措
置
に
踏
み
切

(9
)

っ
た
。
非
常
事
態
宣
言
に

対
し
て
も
、
ガ
ン
デ
ィ
と
深
い
親
交
の
あ
っ
た
ノ
ー
マ
ン
（D

orothy
N
orm

an

）
の
よ
う
な
親
印
派
の
活
動
家
で
さ
え
、
イ
ン
ド
政
府

へ
の
非
難
を
表
明
し
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
社
会
の
評
価
は
厳
し
い
も
の
で
あ

(10
)

っ
た
。
だ
が
、
こ
う
し
た
核
の
拡
散
や
人
権
侵
害
へ
の
批

判
を
強
調
し
た
定
説
は
、
核
実
験
や
非
常
事
態
宣
言
を
イ
ン
ド
の
内
政
問
題
で
あ
り
、
既
成
事
実
と
し
て
受
け
止
め
た
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ

ー
（H

enry
K
i ssi nger

）
の
政
策
路
線
と
の
整
合
性
を
欠
い
て
い
る
と
の
指
摘
が

(11
)

あ
る
。

本
稿
の
目
的
は
、
上
記
の
よ
う
な
昨
今
の
研
究
状
況
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
第
三
次
印
パ
戦
争
後
の
米
印
関
係
の
変
遷
を
実
証
的
に

明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
結
論
と
し
て
本
稿
は
、
一
九
七
一
年
の
南
ア
ジ
ア
危
機
後
の
米
印
関
係
が
、
定
説
が
指
摘
す
る
よ
う
な

対
立
を
基
調
と
す
る
も
の
に
始
終
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
ニ
ク
ソ
ン
と
フ
ォ
ー
ド
両
政
権
は
、
イ
ン
ド
と
の
関
係
改
善
を
試
み
た
も
の

の
、
米
印
両
国
の
国
内
政
治
に
起
因
す
る
問
題
に
よ
り
、
十
分
な
成
果
を
発
揮
で
き
な
か
っ
た
と
の
主
張
を
展
開
す
る
。

以
下
で
は
ま
ず
、
ニ
ク
ソ
ン
政
権
の
南
ア
ジ
ア
政
策
の
基
本
方
針
を
説
明
す
る
。
次
い
で
、
イ
ン
ド
の
核
実
験
と
非
常
事
態
宣
言
に

対
す
る
ア
メ
リ
カ
政
府
内
で
の
見
解
の
相
違
を
考
察
し
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
の
政
策
路
線
が
、
ア
メ
リ
カ
議
会
や
ガ
ン
デ
ィ
政
権
か
ら

の
反
発
を
受
け
、
変
容
す
る
過
程
を
論
じ
る
。
最
後
に
、
ニ
ク
ソ
ン
と
フ
ォ
ー
ド
両
政
権
の
米
印
関
係
修
復
を
目
的
と
す
る
試
み
を
総

括
し
、
そ
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
。

一

ニ
ク
ソ
ン
政
権
の
ア
メ
リ
カ
南
ア
ジ
ア
政
策

ニ
ク
ソ
ン
政
権
の
南
ア
ジ
ア
政
策
は
、
ア
メ
リ
カ
と
パ
キ
ス
タ
ン
と
の
二
国
間
関
係
、
特
に
い
わ
ゆ
る
「
傾
斜
政
策
」
を
中
心
に
論

じ
ら
れ
て

(12
)

き
た
。「
傾
斜
」
と
い
う
用
語
は
、『
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
』
紙
の
著
名
な
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
の
ジ
ャ
ッ
ク
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
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（Jack
A
nderson

）
が
、
一
九
七
一
年
一
二
月
三
日
の
「
ワ
シ
ン
ト
ン
特
別
活
動
グ
ル
ー
プ
（W

ashi ngton
Speci al A

cti ons

Group: W
SA

G

）」
の
会
合
の
様
相
を
暴
露
し
た
た
め
、
ニ
ク
ソ
ン
政
権
の
パ
キ
ス
タ
ン
寄
り
の
姿
勢
を
指
し
示
す
も
の
と
し
て
一
気

に
広
ま
っ
て
い

(13
)

っ
た
。
通
史
的
解
釈
に
お
い
て
は
、
前
述
の
「
パ
キ
ス
タ
ン
・
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
の
利
用
を
目
的
と
す
る
武
器
禁
輸
措
置

の
一
時
的
な
緩
和
と
こ
の
傾
斜
政
策
を
根
拠
に
、
長
ら
く
ニ
ク
ソ
ン
政
権
は
パ
キ
ス
タ
ン
に
一
辺
倒
で
あ
っ
た
と
の
見
解
が
強
調
さ
れ

て
き
た
。
だ
が
、
近
年
の
実
証
研
究
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
、
ニ
ク
ソ
ン
と
ガ
ン
デ
ィ
の
両
首
脳
間
の
個
人
的
な
感

情
と
は
対
照
的
に
、
一
九
六
九
年
七
月
に
イ
ン
ド
へ
の
経
済
援
助
を
表
明
し
て
お
り
、
実
の
と
こ
ろ
東
パ
キ
ス
タ
ン
問
題
が
深
刻
化
す

る
ま
で
は
、
イ
ン
ド
と
の
関
係
修
復
へ
の
機
会
を
窺
っ
て
い
た
の
で

(14
)

あ
る
。

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
と
し
て
独
立
す
る
東
パ
キ
ス
タ
ン
は
、
西
パ
キ
ス
タ
ン
か
ら
イ
ン
ド
を
挟
ん
で
一
八
〇
〇
キ
ロ
以
上
離
れ
た
飛
び

地
で
あ
っ
た
。
東
ベ
ン
ガ
ル
地
方
が
パ
キ
ス
タ
ン
領
と
し
て
編
入
さ
れ
た
の
は
、
ム
ス
リ
ム
と
い
う
共
通
点
か
ら
で
あ
り
、
東
と
西
は

民
族
的
・
言
語
的
に
は
異
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
東
西
間
に
は
西
側
優
位
の
格
差
が
存
在
し
て
い
た
。
高
級
官
僚
や
軍
事
将
校
の
割

合
は
人
口
比
に
反
し
て
、
西
パ
キ
ス
タ
ン
出
身
者
が
多
数
を
占
め
て
い
た
。
こ
う
し
た
東
西
間
の
格
差
が
、
東
パ
キ
ス
タ
ン
の
人
々
の

不
満
に
つ
な
が
る
の
は
当
然
で
あ

(15
)

っ
た
。
一
九
七
〇
年
一
二
月
七
日
に
行
わ
れ
た
総
選
挙
の
結
果
、
東
パ
キ
ス
タ
ン
で
は
、
東
西
そ
れ

ぞ
れ
の
州
憲
法
制
定
を
含
む
「
六
項
目
綱
領
」
を
旗
印
と
す
る
ラ
ー
マ
ン
（Shei kh

M
uji burRahm

an

）
委
員
長
の
ア
ワ
ミ
連
盟
が
圧

勝
し
た
。
西
パ
キ
ス
タ
ン
で
多
数
派
を
占
め
た
の
は
、
ブ
ッ
ト
ー
（Zulfi kar

A
li Bhutto

）
の
パ
キ
ス
タ
ン
人
民
党
で
あ
っ
た
。
選
挙

の
結
果
を
受
け
、
東
西
パ
キ
ス
タ
ン
間
で
は
憲
法
制
定
作
業
が
開
始
さ
れ
た
も
の
の
、
作
業
は
難
航
し
た
。
憲
法
制
定
を
望
ん
で
い
た

東
パ
キ
ス
タ
ン
の
人
々
は
、
ラ
ー
マ
ン
と
ブ
ッ
ト
ー
の
仲
介
役
を
担
っ
た
ヤ
ヒ
ア
（A

gha
M

uham
m
ad

Y
ahya

K
han

）
大
統
領
が
、

憲
法
制
定
交
渉
の
停
滞
を
理
由
に
、
一
九
七
一
年
三
月
に
国
民
議
会
の
開
催
延
期
を
表
明
す
る
と
、
こ
の
措
置
に
対
し
、
大
規
模
な
抵

抗
運
動
を
展
開
し
た
。
そ
の
結
果
、
東
パ
キ
ス
タ
ン
の
分
離
独
立
へ
の
警
戒
心
を
強
め
た
ヤ
ヒ
ア
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
政
府
軍
に
よ
る
市

民
の
弾
圧
を
開
始

(16
)

し
た
。
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ア
メ
リ
カ
国
民
は
、
ヤ
ヒ
ア
政
権
に
よ
る
東
パ
キ
ス
タ
ン
の
人
々
へ
の
人
権
弾
圧
へ
の
批
判
を
強
め
、
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
に
対
し
、

パ
キ
ス
タ
ン
政
府
へ
の
断
固
と
し
た
措
置
を
求
め
て
い
た
。
だ
が
、
国
民
の
要
望
と
は
裏
腹
に
、
ニ
ク
ソ
ン
は
東
パ
キ
ス
タ
ン
問
題
に

対
し
、
消
極
的
な
姿
勢
を
維
持
し
続
け
た
。
国
民
の
不
満
は
、
ニ
ク
ソ
ン
政
権
が
、
東
パ
キ
ス
タ
ン
か
ら
の
大
量
の
難
民
問
題
の
長
期

化
に
苦
慮
す
る
イ
ン
ド
と
パ
キ
ス
タ
ン
と
の
間
で
、
同
年
一
二
月
三
日
に
戦
争
が
始
ま
っ
た
後
、
パ
キ
ス
タ
ン
へ
の
傾
斜
政
策
を
実
行

し
た
こ
と
で
、
最
高
潮
に
達
し
た
の
で
あ
る
。
ニ
ク
ソ
ン
と
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
が
パ
キ
ス
タ
ン
寄
り
の
立
場
を
改
め
よ
う
と
は
し
な
か

っ
た
理
由
は
、
難
民
問
題
よ
り
も
東
パ
キ
ス
タ
ン
問
題
を
理
由
と
し
て
、
ガ
ン
デ
ィ
政
権
が
西
パ
キ
ス
タ
ン
を
併
合
し
、
南
ア
ジ
ア
地

域
全
体
の
安
全
保
障
が
脅
か
さ
れ
る
危
険
性
を
憂
慮
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
は
、
第
三
次
印
パ
戦
争

勃
発
と
同
時
に
傾
斜
政
策
へ
と
踏
み
切
り
、
イ
ン
ド
軍
の
西
パ
キ
ス
タ
ン
併
合
を
ݗ
制
す
る
た
め
、
イ
ン
ド
と
平
和
友
好
協
力
条
約
を

締
結
し
た
ソ
連
と
の
交
渉
を
重
ね
て
、
戦
争
の
早
期
終
結
を
試
み
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
東
パ
キ
ス
タ
ン
問
題
の
経
緯
か
ら
実
施
さ
れ
た
傾
斜
政
策
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
分
離
回
避
の
た
め
に
ア
メ
リ
カ

の
支
援
を
求
め
て
き
た
ヤ
ヒ
ア
政
権
の
期
待
に
沿
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
実
の
と
こ
ろ
、
ニ
ク
ソ
ン
と
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
、
南
ア

ジ
ア
地
域
で
の
印
パ
の
軋
轢
よ
り
も
中
国
を
取
り
込
ん
だ
「
三
角
外
交
」
に
よ
る
対
ソ
ݗ
制
と
イ
ン
ド
シ
ナ
和
平
の
進
展
を
外
交
的
優

先
課
題
と
定
め
て
い
た
。
そ
し
て
、
彼
ら
が
最
も
懸
念
し
た
の
は
、
第
三
次
印
パ
戦
争
が
米
中
ソ
の
大
国
間
の
国
際
政
治
の
妨
げ
に
な

る
こ
と
で
あ
っ
た
。
い
わ
ば
、
傾
斜
政
策
と
は
、
米
中
と
米
ソ
関
係
に
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
ガ
ン
デ
ィ
政
権
に
よ
る
西
パ
キ
ス
タ

ン
の
併
合
と
い
う
、
ニ
ク
ソ
ン
と
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
に
と
っ
て
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
を
回
避
す
る
た
め
の
措
置
で
あ
り
、
南
ア
ジ
ア
の
地

域
政
策
の
文
脈
か
ら
か
け
離
れ
た
性
質
を
含
ん
で
い
る
の
で

(17
)

あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
傾
斜
政
策
を
根
拠
と
し
て
、
ニ
ク
ソ
ン
政
権
の
南
ア

ジ
ア
政
策
が
、
一
方
的
な
パ
キ
ス
タ
ン
重
視
で
あ
っ
た
と
結
論
付
け
る
の
は
、
性
急
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

ア
メ
リ
カ
の
南
ア
ジ
ア
政
策
の
専
門
家
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
ニ
ク
ソ
ン
政
権
の
南
ア
ジ
ア
政
策
は
、
ト
ル
ー
マ
ン
以
降
の
歴
代
政

権
と
同
様
に
印
パ
両
国
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
な
が
ら
、
南
ア
ジ
ア
地
域
の
政
治
的
安
定
を
目
的
と
す
る
方
針
を
基
調
と
し
て
お
り
、
南
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ア
ジ
ア
危
機
が
収
束
す
れ
ば
、
自
然
と
抑
制
的
な
も
の
に
変
わ
る
性
質
を
有
し
て

(18
)

い
た
。
ニ
ク
ソ
ン
政
権
が
一
九
七
一
年
一
二
月
一
七

日
に
印
パ
間
の
戦
闘
停
止
と
共
に
、
イ
ン
ド
と
の
関
係
修
復
に
関
心
を
示
し
た
の
は
、
単
に
傾
斜
政
策
の
終
焉
と
い
う
だ
け
で
な
く
、

従
来
の
印
パ
両
国
と
の
バ
ラ
ン
ス
と
保
つ
路
線
へ
の
回
帰
を
意
味
し
て
い
た
。

翌
年
一
月
一
六
日
の
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
と
の
電
話
会
談
に
お
い
て
、
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
は
中
国
と
の
兼
ね
合
い
を
考
慮
し
な
が
ら

も
、
イ
ン
ド
と
の
「
冷
え
込
ん
だ
」
関
係
か
ら
の
脱
却
に
向
け
た
意
欲
を
早
く
も
示
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
こ
の
日
の
電
話
会
談
で

は
、
ニ
ク
ソ
ン
個
人
の
対
印
政
策
へ
の
考
え
が
全
く
提
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
米
印
関
係
の
改
善
へ
の
大
統
領
の
関
心
が
、
南
ア
ジ

ア
政
策
の
文
脈
か
ら
生
じ
た
と
は
判
断
で
き
な
い
。
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
（K

enneth
B. K

eati ng

）
駐
印
ア
メ
リ
カ
大
使
か
ら
イ
ン
ド
側
に

も
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
修
復
に
向
け
た
動
き
が
見
ら
れ
る
と
の
報
告
を
受
け
た
ニ
ク
ソ
ン
は
、
米
印
の
関
係
修
復
が
こ
の
年
の
大
統
領

選
挙
の
プ
ラ
ス
材
料
に
な
る
と
考
え
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
も
言

(19
)

え
る
。

対
す
る
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
大
使
は
、
南
ア
ジ
ア
地
域
の
大
国
で
あ
る
イ
ン
ド
が
、
将
来
的
に
ア
ジ
ア
地
域
で
更
な
る
影
響
力
を
行
使
す

る
の
は
自
明
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
国
益
の
た
め
に
イ
ン
ド
と
の
協
力
関
係
を
修
復
す
べ
き
と
の
立
場
か
ら
、
米
印
関
係
の
早
急
な
関

係
改
善
の
必
要
性
を
国
務
省
に
進
言
し
て
い
た
。
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
分
析
で
は
、
一
九
七
一
年
の
南
ア
ジ
ア
危
機
以
降
、
イ
ン
ド
に
対

す
る
ソ
連
の
影
響
力
は
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、「
ソ
連
の
衛
星
国
化
」
を
警
戒
す
る
ガ
ン
デ
ィ
政
権
と
ソ
連
の
軋
轢
は
、
将
来
的
に

避
け
ら
れ
ず
、
そ
こ
に
ア
メ
リ
カ
が
冷
却
化
し
た
イ
ン
ド
と
の
関
係
を
修
復
す
る
余
地
が
あ
っ
た
。
大
使
は
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
が
取
る

べ
き
方
法
と
し
て
、
パ
キ
ス
タ
ン
へ
の
兵
器
売
却
へ
の
制
限
や
イ
ン
ド
へ
の
経
済
援
助
の
増
加
に
加
え
て
、
原
子
力
の
平
和
利
用
に
関

す
る
技
術
支
援
の
維
持
や
米
印
の
文
化
交
流
事
業
の
拡
大
も
含
め
た
包
括
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
推
奨
し
た
。
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
報
告

は
、
原
子
力
に
代
表
さ
れ
る
科
学
技
術
の
分
野
で
の
イ
ン
ド
の
台
頭
を
示
唆
し
て
お
り
、
そ
の
点
か
ら
も
興
味
深
い
内
容
で
あ

(20
)

っ
た
。

キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
も
ま
た
、
険
悪
な
米
印
関
係
が
持
続
す
る
危
険
性
を
認
識
し
て
い
た
。
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
、
七
二
年
一
月
の
南

ア
ジ
ア
政
策
を
検
討
す
る
会
議
に
お
い
て
、
ニ
ク
ソ
ン
訪
中
前
と
い
う
時
期
も
あ
り
、
パ
キ
ス
タ
ン
と
の
関
係
性
を
維
持
す
る
と
い
う
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前
提
条
件
は
変
え
な
い
も
の
の
、「
ア
メ
リ
カ
は
イ
ン
ド
と
の
永
続
的
な
敵
対
関
係
を
所
与
と
し
た
政
策
を
採
用
す
る
べ
き
で
は
な
い
」

と
述
べ
、
今
後
の
対
印
政
策
の
選
択
肢
と
し
て
は
、
両
国
の
関
係
修
復
を
「
急
速
」
あ
る
い
は
「
徐
々
」
に
行
う
か
の
二
者
択
一
で
あ

る
と
指
摘
し
た
。
印
パ
間
の
和
平
協
定
が
結
ば
れ
て
い
な
い
こ
の
会
議
の
時
点
で
は
、
具
体
的
な
政
策
決
定
は
下
ら
な
か
っ
た
も
の

の
、
今
後
の
南
ア
ジ
ア
政
策
の
基
本
方
針
と
し
て
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
国
家
承
認
の
延
期
、
緩
や
か
な
速
度
で
の
イ
ン
ド
と
の
関
係
改

善
へ
の
着
手
、
パ
キ
ス
タ
ン
へ
の
武
器
禁
輸
措
置
の
緩
和
の
三
点
が
、
確
認
さ
れ
た
の
で

(21
)

あ
る
。

イ
ン
ド
側
で
米
印
の
関
係
修
復
に
最
も
熱
心
だ
っ
た
人
物
は
、
ジ
ャ
ー
（Lakshm

i K
ant

Jha

）
大
使
で
あ
っ
た
。
ジ
ャ
ー
は
キ
ー

テ
ィ
ン
グ
同
様
、「
米
印
両
国
が
疎
遠
で
無
関
心
」
な
状
態
を
維
持
す
る
こ
と
に
強
い
危
機
感
を
抱
い
て
い
た
。
た
だ
し
、
ジ
ャ
ー
の

考
え
で
は
、
イ
ン
ド
国
民
の
反
米
感
情
が
高
ま
っ
て
い
る
現
状
で
は
、
ガ
ン
デ
ィ
政
権
の
方
か
ら
関
係
改
善
に
向
け
た
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ
を
発
揮
す
る
方
が
一
層
困
難
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
政
府
が
ま
ず
、
何
ら
か
の
行
動
を
示
す
の
が
望
ま
し
か

(22
)

っ
た
。
し
か
し
、
こ
う
し

た
ジ
ャ
ー
の
要
望
は
、
印
パ
戦
争
の
戦
後
処
理
が
ひ
と
段
落
す
る
ま
で
、
イ
ン
ド
と
の
関
係
改
善
を
緩
や
か
に
進
め
た
い
ニ
ク
ソ
ン
政

権
の
方
針
と
は
、
必
ず
し
も
相
容
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
は
イ
ン
ド
側
に
対
し
て
は
、
キ
ー
テ
ィ

ン
グ
大
使
を
通
じ
て
、
イ
ン
ド
と
の
関
係
修
復
へ
の
意
向
を
伝
え
る
一
方
で
、
具
体
的
な
行
動
に
は
移
ら
な
か
っ
た
の
で

(23
)

あ
る
。

ジ
ャ
ー
が
懸
念
し
た
通
り
、
米
印
関
係
は
ア
メ
リ
カ
側
か
ら
の
行
動
が
示
さ
れ
な
い
限
り
、
悪
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
っ
た
。
一

九
七
二
年
三
月
の
州
選
挙
が
近
づ
く
に
連
れ
て
、
ガ
ン
デ
ィ
首
相
は
国
民
の
反
米
感
情
に
便
乗
す
る
形
で
、
第
三
次
印
パ
戦
争
時
の
ア

メ
リ
カ
の
対
応
へ
の
批
判
を
強
め
て
い
っ
た
。
イ
ン
ド
の
ア
メ
リ
カ
大
使
館
か
ら
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
首
相
は
終
盤
の
三
週
間
に
わ
た

り
、
ほ
ぼ
毎
日
の
よ
う
に
、
ニ
ク
ソ
ン
政
権
の
パ
キ
ス
タ
ン
へ
の
支
援
と
イ
ン
ド
へ
の
経
済
援
助
停
止
へ
の
不
満
を
表
明
す
る
と
と
も

に
、
外
圧
を
跳
ね
の
け
、「
独
立
し
た
立
場
」
を
貫
い
た
イ
ン
ド
政
府
の
功
績
を
聴
衆
に
訴
え
か
け
た
の
で
あ
っ
た
。
ガ
ン
デ
ィ
政
権

は
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
経
済
支
援
使
節
団
の
受
け
入
れ
停
止
や
平
和
部
隊
の
受
け
入
れ
縮
小
を
公
表
し
、
反
米
的
な
姿
勢
を
露
わ

に
し
た
の
で
あ

(24
)

っ
た
。
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ア
メ
リ
カ
政
府
は
、
ガ
ン
デ
ィ
政
権
の
反
米
姿
勢
が
国
内
向
け
の
ア
ピ
ー
ル
で
あ
り
、
米
印
関
係
に
は
修
復
の
余
地
が
あ
る
と
の
認

識
を
有
し
て
い
た
も
の
の
、
イ
ン
ド
政
府
の
態
度
に
は
不
快
感
を
抱
い
て
い
た
。
と
り
わ
け
、
東
パ
キ
ス
タ
ン
問
題
で
ガ
ン
デ
ィ
首
相

を
「
魔
女
」
や
「
嫌
な
女
」
と
呼
称
し
、
個
人
的
に
嫌
っ
て
い
た
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
は
、
ア
メ
リ
カ
議
会
が
求
め
る
イ
ン
ド
向
け
の
経

済
援
助
再
開
に
つ
い
て
も
、
乗
る
気
で
は
な
く
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
に
対
し
て
、
事
態
が
好
転
す
る
ま
で
は
保
留
し
た
い
旨
を
示
し
て

(25
)

い
た
。
さ
ら
に
ニ
ク
ソ
ン
政
権
は
、
選
挙
の
翌
月
に
、
シ
ン
（Sw
aran

Si ngh

）
外
相
が
国
会
で
行
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
ベ
ト
ナ
ム
政
策

に
関
す
る
批
判
で
も
苛
立
ち
を
募
ら
せ
て
お
り
、
イ
ン
ド
へ
の
抗
議
の
意
思
表
示
と
し
て
、
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
大
使
と
イ
ン
ド
高
官
と
の

接
触
を
最
低
限
に
抑
え
る
こ
と
を
決
定

(26
)

し
た
。

国
務
省
か
ら
の
指
示
に
対
し
、
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
ガ
ン
デ
ィ
政
権
へ
の
抗
議
が
「
イ
ン
ド
を
よ
り
ソ
連
へ
と
向
か
わ
せ
る
」
危
険
性

が
高
い
と
論
じ
、
抗
議
を
外
相
に
伝
え
る
だ
け
に
抑
え
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
措
置
が
、
あ
く
ま
で
も
対
処
療
法

に
す
ぎ
な
い
の
は
言
う
ま
で
も
な
か
っ
た
。
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
「
下
向
き
の
ス
パ
イ
ラ
ル
」
と
呼
称
し
た
米
印
関
係
の
状
態
を
止
め
る

に
は
、
元
凶
と
な
っ
た
東
パ
キ
ス
タ
ン
問
題
の
解
決
が
不
可
欠
だ
っ
た
の
で

(27
)

あ
る
。

二

シ
ム
ラ
協
定
の
締
結
と
イ
ン
ド
・
ル
ピ
ー
問
題
の
収
束

第
三
次
印
パ
戦
争
の
和
平
協
定
で
あ
る
シ
ム
ラ
協
定
に
ガ
ン
デ
ィ
と
ブ
ッ
ト
ー
の
両
首
相
が
署
名
し
た
の
は
、
一
九
七
二
年
七
月
二

日
で
あ
っ
た
。「
イ
ン
ド
政
府
お
よ
び
パ
キ
ス
タ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
共
和
国
政
府
の
二
カ
国
間
の
協
定
（A

greem
ent

Betw
een

the

Governm
entofIndi a

and
the

Governm
entofthe

Isl am
i c

Republi c
ofPaki stan

on
Bil ateral Rel ati on

）」
と
い
う
名
称
が

示
す
通
り
、
シ
ム
ラ
協
定
は
印
パ
両
国
の
関
係
を
規
定
し
た
文
章
で
あ

(28
)

っ
た
。
こ
の
協
定
は
大
き
く
分
け
る
と
三
つ
の
要
素
か
ら
構
成

さ
れ
て
お
り
、
第
一
の
要
素
は
両
国
の
関
係
に
関
す
る
原
則
規
定
、
第
二
の
要
素
は
当
面
の
両
国
関
係
改
善
の
た
め
措
置
、
第
三
の
要
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素
は
永
続
的
平
和
の
確
立
に
着
手
す
る
た
め
、
両
国
の
合
意
し
た
措
置
が
記
載
さ
れ
て

(29
)

い
た
。
シ
ム
ラ
協
定
は
、
現
在
ま
で
続
く
カ
シ

ミ
ー
ル
問
題
を
め
ぐ
る
印
パ
両
国
の
衝
突
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
両
国
の
永
続
的
な
平
和
の
礎
と
は
な
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
ニ

ク
ソ
ン
政
権
の
対
印
政
策
に
変
化
を
も
た
ら
す
契
機
と
な

(30
)

っ
た
。

シ
ム
ラ
協
定
締
結
直
後
、
ニ
ク
ソ
ン
は
今
後
の
イ
ン
ド
向
け
の
経
済
援
助
問
題
を
検
討
す
る
た
め
、
コ
ナ
リ
ー
（John

Connall y

）

財
務
長
官
を
イ
ン
ド
に
派
遣
し
た
。
イ
ン
ド
政
府
側
と
の
連
日
の
会
談
の
中
、
シ
ン
外
相
と
の
会
談
で
は
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
パ
キ
ス
タ

ン
へ
の
武
器
援
助
に
対
す
る
不
満
や
イ
ン
ド
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
関
す
る
対
米
批
判
を
め
ぐ
っ
て
、
険
悪
な
雰
囲
気
が
流
れ
て
い
た
。

そ
の
一
方
、
ガ
ン
デ
ィ
首
相
と
の
会
談
で
は
、
コ
ナ
リ
ー
は
パ
キ
ス
タ
ン
へ
の
武
器
援
助
や
ベ
ト
ナ
ム
を
め
ぐ
る
米
印
両
国
の
対
立
点

が
あ
る
こ
と
を
認
め
つ
つ
、
イ
ン
ド
国
内
の
対
米
批
判
を
首
相
が
全
て
押
さ
え
ら
れ
な
い
と
述
べ
、
首
相
の
立
場
に
も
一
定
の
理
解
を

示
し
、
歩
み
寄
り
の
姿
勢
を
取
っ
た
。
そ
の
結
果
、
両
者
は
関
係
改
善
が
両
国
の
国
益
に
と
っ
て
望
ま
し
い
と
の
認
識
を
共
有
す
る
に

至
っ
た
の
で
あ
る
。
コ
ナ
リ
ー
に
よ
れ
ば
、
会
談
中
の
ガ
ン
デ
ィ
の
態
度
は
辛
辣
で
は
な
く
、
愛
想
が
よ
く
、
好
感
を
抱
く
ほ
ど
で
あ

っ
た
。
同
時
期
、
ニ
ク
ソ
ン
と
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
、
コ
ナ
リ
ー
の
ガ
ン
デ
ィ
首
相
に
対
す
る
「
面
子
を
保
つ
振
る
舞
い
」
が
、
イ
ン

ド
側
に
好
印
象
を
与
え
た
こ
と
を
、
現
地
の
大
使
館
か
ら
の
報
告
で
も
確
認
し
て
お
り
、
緩
や
か
な
速
度
で
の
イ
ン
ド
と
の
関
係
修
復

に
向
け
た
行
動
を
開
始

(31
)

し
た
。

ワ
シ
ン
ト
ン
で
は
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
と
ジ
ャ
ー
大
使
の
間
で
、
具
体
的
な
活
動
は
一
一
月
の
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
の
後
と
な
る

も
の
の
、
米
印
の
「
関
係
正
常
化
」
を
始
め
る
時
期
が
到
来
し
た
と
の
認
識
が
改
め
て
共
有
さ
れ
て
い
た
。
会
談
で
は
、
イ
ン
ド
側
が

懸
念
す
る
中
印
紛
争
が
再
燃
し
た
場
合
の
ア
メ
リ
カ
の
対
応
や
イ
ン
ド
の
対
外
債
務
問
題
に
つ
い
て
も
意
見
が
交
わ
さ
れ
、
キ
ッ
シ
ン

ジ
ャ
ー
は
中
国
が
イ
ン
ド
を
軍
事
侵
攻
し
た
場
合
、
ア
メ
リ
カ
は
中
国
を
支
援
し
な
い
こ
と
や
ア
メ
リ
カ
が
溜
め
込
ん
で
い
る
イ
ン

ド
・
ル
ピ
ー
問
題
に
つ
い
て
も
再
検
討
す
る
こ
と
を
確
約
し
た
。
ア
メ
リ
カ
は
一
九
五
四
年
の
「
農
業
貿
易
開
発
援
助
法
（
公
法
四
八

〇
号
：
Ｐ
Ｌ
四
八
〇
）」
の
下
で
、
農
作
物
購
入
の
ル
ピ
ー
決
済
を
認
め
て
い
た
。
イ
ン
ド
は
そ
の
後
、
何
度
も
食
糧
不
足
問
題
に
直
面
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し
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
大
量
の
食
糧
を
利
子
付
き
で
購
入
し
た
た
め
、
代
金
を
預
け
て
い
る
イ
ン
ド
準
備
銀
行
の
口
座
に
大
量
の
ル
ピ
ー

が
蓄
積
さ
れ
て
い
っ
た
。
イ
ン
ド
と
の
Ｐ
Ｌ
四
八
〇
で
は
、
ア
メ
リ
カ
側
に
は
ル
ピ
ー
を
イ
ン
ド
国
内
で
使
用
す
る
と
い
う
条
件
が
課

さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
実
際
の
支
出
は
、
主
に
イ
ン
ド
大
使
館
の
維
持
費
用
に
充
て
ら
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
年
間
の
支
出
は
利
子
に
も
満

た
な
い
状
態
が
続
い
て
い
っ
た
。
結
果
、
ア
メ
リ
カ
の
ル
ピ
ー
保
有
量
は
、
一
九
七
一
年
ま
で
に
ド
ル
換
算
で
三
〇
億
ド
ル
以
上
に
ま

で
達
し
、
イ
ン
ド
の
通
貨
供
給
量
の
二
割
近
く
を
占
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
イ
ン
ド
経
済
を
不
安
定
化
さ
せ
ら
れ
る
だ
け
の
自
国
通
貨

を
ア
メ
リ
カ
が
保
持
す
る
状
況
は
、
ガ
ン
デ
ィ
政
権
に
お
け
る
経
済
安
全
保
障
上
の
脅
威
で
あ

(32
)

っ
た
。

こ
の
ル
ピ
ー
問
題
の
収
束
に
尽
力
し
た
の
は
、
再
選
さ
れ
た
ニ
ク
ソ
ン
が
新
た
な
イ
ン
ド
大
使
に
任
命
し
た
モ
イ
ニ
ハ
ン
（D

ani el

P. M
oyni han

）
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
国
連
代
表
部
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
ニ
ク
ソ
ン
政
権
の
東
パ
キ
ス
タ
ン
問
題
で
の
対
応
に
反

対
し
て
い
た
モ
イ
ニ
ハ
ン
の
大
使
起
用
は
、
ア
メ
リ
カ
の
対
印
政
策
の
変
化
を
印
象
付
け
る
人
事
だ
っ
た
。
し
か
も
、
ニ
ク
ソ
ン
は
、

秘
匿
さ
れ
て
い
た
パ
キ
ス
タ
ン
・
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
存
在
を
モ
イ
ニ
ハ
ン
が
仮
に
知
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
南
ア
ジ
ア
危
機
で
の
政
府
の
対

応
に
反
対
し
な
か
っ
た
は
ず
だ
と
指
摘
し
た
よ
う
に
、
新
任
の
大
使
と
友
好
関
係
に
あ
っ
た
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
モ
イ
ニ
ハ
ン
の
大
使

就
任
は
、
彼
の
個
人
的
な
要
望
で
は
な
く
、
大
統
領
か
ら
の
依
頼
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
イ
ン
ド
に
着
任
し
た
モ
イ
ニ
ハ
ン
は
、
南

ア
ジ
ア
危
機
以
降
の
ガ
ン
デ
ィ
政
権
の
反
米
感
情
の
強
さ
を
実
感
す
る
一
方
、
そ
の
背
景
に
あ
る
ア
メ
リ
カ
へ
の
強
い
執
着
心
に
着
目

し
、
ア
メ
リ
カ
が
イ
ン
ド
の
経
済
発
展
に
貢
献
す
れ
ば
、
社
会
主
義
志
向
の
経
済
か
ら
緩
や
か
に
離
れ
て
い
く
と
の
自
信
を
見
せ
た
の

で
(33
)

あ
る
。

モ
イ
ニ
ハ
ン
の
打
開
策
の
難
点
は
、
イ
ン
ド
政
府
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
経
済
援
助
に
対
す
る
猜
疑
心
を
強
め
て
い
る
こ
と
に
あ
っ

た
。
イ
ン
ド
国
内
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
経
済
援
助
が
経
済
発
展
や
食
糧
不
足
問
題
に
は
有
益
と
の
意
見
が
あ
る
一
方
で
、
援
助
を
梃
子

に
政
治
的
自
立
性
が
脅
か
さ
れ
る
と
の
不
信
感
も
根
強
く
、
ア
メ
リ
カ
の
支
援
な
し
で
も
イ
ン
ド
経
済
の
発
展
は
可
能
と
す
る
見
解
も

示
さ
れ
て
い
た
。
ガ
ン
デ
ィ
政
権
も
ま
た
、
国
家
の
矜
持
を
示
す
た
め
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
経
済
援
助
を
期
待
し
な
が
ら
も
、
積
極
的
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に
求
め
る
姿
勢
を
控
え
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
モ
イ
ニ
ハ
ン
は
イ
ン
ド
が
抱
く
ア
メ
リ
カ
経
済
援
助
へ
の
疑
い
を
払
拭
し
、
米
印
両
国

の
和
解
に
至
る
に
は
、
ル
ピ
ー
問
題
を
解
決
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
結
論
に
至
っ
た
の
で

(34
)

あ
る
。

ル
ピ
ー
問
題
の
収
束
は
、
一
九
七
三
年
三
月
に
南
ア
ジ
ア
危
機
で
停
止
し
た
ま
ま
の
パ
キ
ス
タ
ン
へ
の
「
一
度
限
り
」
の
禁
輸
措
置

の
緩
和
を
通
告
し
た
ニ
ク
ソ
ン
政
権
に
対
し
、
反
発
を
強
め
て
い
た
ガ
ン
デ
ィ
政
権
を
宥
め
る
と
い
う
意
味
で
も
望
ま
し
い
措
置
で
あ

っ
た
。
ニ
ク
ソ
ン
政
権
は
、
禁
輸
措
置
の
緩
和
が
米
印
関
係
に
与
え
る
悪
影
響
を
把
握
し
て
い
た
も
の
の
、
中
国
と
の
仲
介
役
を
果
た

し
た
見
返
り
を
保
留
し
続
け
る
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
ブ
ッ
ト
ー
の
不
満
は
限
界
に
達
し
て
お
り
、
パ
キ
ス
タ
ン
と
の
関
係
も
考
慮
せ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
は
ま
た
、
パ
キ
ス
タ
ン
国
内
の
分
離
独
立
派
が
ソ
連
か
ら
軍
事
支
援
を
受
け
て
い
る
と
い
っ

た
信
憑
性
の
低
い
情
報
を
根
拠
に
、
ブ
ッ
ト
ー
が
、
反
政
府
勢
力
へ
の
弾
圧
を
始
め
て
い
る
と
の
情
報
を
掴
ん
で
お
り
、
パ
キ
ス
タ
ン

の
政
情
不
安
が
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
承
認
や
印
パ
の
戦
争
捕
虜
の
帰
還
と
い
っ
た
残
さ
れ
た
戦
後
処
理
問
題
に
も
悪
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
懸
念
を
抱
い
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
政
府
に
と
っ
て
、
パ
キ
ス
タ
ン
へ
の
宥
和
的
態
度
は
、
南
ア
ジ
ア
地
域
の
安
定

の
た
め
に
も
必
要
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

印
パ
の
バ
ラ
ン
ス
に
苦
慮
す
る
ニ
ク
ソ
ン
政
権
は
、
最
終
的
に
禁
輸
措
置
の
緩
和
と
イ
ン
ド
へ
の
経
済
援
助
の
再
開
を
、
同
時
に
行

う
方
式
を
取
り
、
ガ
ン
デ
ィ
へ
の
不
満
の
軽
減
を
図
っ
た
。
対
す
る
イ
ン
ド
側
は
、
ア
メ
リ
カ
が
経
済
援
助
を
政
治
的
に
利
用
し
て
い

る
と
の
印
象
を
強
め
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
翌
月
に
作
成
さ
れ
た
国
務
省
情
報
調
査
局
の
報
告
書
が
予
測
し
た
よ
う
に
、
今
後
の
米

印
関
係
に
与
え
る
パ
キ
ス
タ
ン
へ
の
禁
輸
措
置
の
緩
和
に
よ
る
マ
イ
ナ
ス
面
と
イ
ン
ド
へ
の
経
済
援
助
の
再
開
の
プ
ラ
ス
面
を
比
較
し

て
、
ガ
ン
デ
ィ
政
権
は
、「
米
印
の
緊
張
緩
和
」
に
対
し
、
よ
り
慎
重
な
姿
勢
を
取
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

(35
)

あ
る
。

ジ
ャ
ー
大
使
の
後
任
で
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
と
も
良
好
な
関
係
を
築
い
て
い
た
カ
ウ
ル
（T

ril oki N
ath

K
aul

）
は
、
米
印
関
係
の
停

滞
を
乗
り
越
え
る
手
段
と
し
て
、
ル
ピ
ー
問
題
の
解
決
を
再
度
、
ニ
ク
ソ
ン
政
権
に
促
し
た
。
ア
メ
リ
カ
は
当
初
の
案
で
は
、
ド
ル
換

算
で
約
四
〇
億
ド
ル
相
当
に
ま
で
膨
れ
上
が
っ
た
ル
ピ
ー
の
内
、
三
分
の
一
程
度
を
免
除
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
こ
の
額
で
は
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不
十
分
だ
と
の
反
証
が
、
モ
イ
ニ
ハ
ン
大
使
か
ら
提
起
さ
れ
た
。
国
務
省
や
財
務
省
と
い
っ
た
関
係
省
庁
と
の
や
り
取
り
を
通
じ
て
ル

ピ
ー
問
題
を
解
決
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
と
の
認
識
を
強
め
た
モ
イ
ニ
ハ
ン
は
、
最
終
的
に
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
と
の
直
接
交
渉
を
通
じ

て
、
免
除
額
を
三
分
の
二
近
く
ま
で
、
引
き
上
げ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

ル
ピ
ー
問
題
の
解
決
を
期
待
し
た
カ
ウ
ル
大
使
は
、
金
額
の
提
示
だ
け
で
な
く
、
早
期
に
ア
メ
リ
カ
の
保
有
す
る
ル
ピ
ー
が
支
出
さ

れ
る
必
要
性
も
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
に
強
調
し
て
い
た
。
八
月
初
旬
に
チ
ャ
バ
ン
（Y

eshw
antrao

Bal w
antrao

Chavan

）
財
務
大
臣
と

と
も
に
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
と
会
談
し
た
カ
ウ
ル
は
、
ア
メ
リ
カ
が
長
期
間
ル
ピ
ー
を
保
持
し
た
状
態
が
続
く
と
、「
イ
ン
ド
国
民
は
ア

メ
リ
カ
が
イ
ン
ド
で
何
か
し
ら
の
主
導
権
を
握
ろ
う
と
し
て
い
る
と
の
印
象
を
抱
く
だ
ろ
う
」
と
語
り
、
支
出
の
重
要
性
を
訴
え
の
で

あ
る
。
チ
ャ
バ
ン
も
ま
た
、
現
在
の
ペ
ー
ス
だ
と
ア
メ
リ
カ
が
保
持
す
る
ル
ピ
ー
を
支
出
す
る
の
に
「
最
低
で
も
二
五
年
」
は
か
か
る

と
指
摘
し
、
大
使
と
歩
調
を
合
わ
せ
て

(36
)

い
た
。

ル
ピ
ー
問
題
は
、
一
九
七
四
年
二
月
に
ア
メ
リ
カ
が
二
二
億
ド
ル
相
当
の
ル
ピ
ー
を
イ
ン
ド
政
府
に
譲
渡
し
た
こ
と
で
、
収
束
し
て

い
っ
た
。
ル
ピ
ー
問
題
に
一
区
切
り
が
つ
く
と
、
米
印
関
係
に
は
改
善
の
兆
し
が
見
え
始
め
て
い
た
。
同
年
四
月
に
は
、
教
育
や
文
化

交
流
、
投
資
、
貿
易
、
科
学
技
術
の
相
互
協
力
を
促
進
す
べ
く
、
米
印
共
同
委
員
会
の
設
立
に
向
け
た
議
論
が
本
格
化
し
、
ガ
ン
デ
ィ

政
権
が
南
ア
ジ
ア
危
機
で
の
ア
メ
リ
カ
政
府
の
対
応
へ
の
抗
議
と
し
て
制
限
し
て
き
た
民
間
レ
ベ
ル
で
の
交
流
が
活
性
化
す
る
兆
候
が

表
れ
て
い
っ
た
。
対
米
観
の
変
化
は
、
イ
ン
ド
の
政
府
高
官
の
中
に
も
見
ら
れ
た
。
か
つ
て
ア
メ
リ
カ
の
ベ
ト
ナ
ム
政
策
を
厳
し
く
批

判
し
た
シ
ン
外
相
で
さ
え
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
と
の
会
談
の
中
で
、「
我
々
は
イ
ン
ド
と
ア
メ
リ
カ
の
関
係
が
改
善
し
て
い
る
の
を
感

じ
て
い
る
。
ゆ
っ
く
り
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
は
両
者
が
で
き
る
全
て
の
こ
と
を
行
っ
た
結
果
で
あ
る
」
と
述
べ
、
両
国
の
関
係
が
一
九

七
一
年
時
点
と
は
異
な
る
と
の
見
解
を
示
し
た
の
で
あ

(37
)

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
米
印
両
国
は
、
南
ア
ジ
ア
危
機
の
「
冷
え
込
ん
だ
」
関
係
か
ら
の
脱
却
を
緩
や
か
に
開
始
し
て
い
っ
た
。
そ
の
一
方

で
、
両
国
の
間
に
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
へ
の
武
器
禁
輸
措
置
の
緩
和
や
第
三
次
中
東
戦
争
時
に
空
中
査
察
活
動
の
拠
点
と
な
っ
た
デ
ィ
エ
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ゴ
・
ガ
ル
シ
ア
島
の
米
軍
基
地
施
設
を
め
ぐ
る
問
題
が
残
さ
れ
て
お
り
、
潜
在
的
な
摩
擦
が
存
在
し
て
い
た
。
さ
ら
に
イ
ン
ド
国
内
で

は
、
ガ
ン
デ
ィ
政
権
の
安
定
を
揺
る
が
す
事
態
が
進
行
し
て
い
た
。
ガ
ン
デ
ィ
の
国
民
会
議
派
は
、「
貧
困
追
放
」
を
掲
げ
て
七
一
年

の
総
選
挙
で
圧
勝
し
た
も
の
の
、「
イ
ン
デ
ィ
ラ
支
配
」
と
も
形
容
さ
れ
る
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
的
な
政
治
運
営
に
よ
っ
て
衰
退
し
た
政
党

や
官
僚
機
構
の
下
で
は
、
貧
困
状
況
を
改
善
で
き
ず
、
食
糧
不
足
や
失
業
問
題
が
表
面
化
し
た
。
そ
し
て
、
一
九
七
三
年
の
石
油
危
機

が
事
態
を
よ
り
悪
化
さ
せ
、
反
政
府
運
動
を
活
性
化
さ
せ
て
い
っ
た
。
し
か
も
、
ガ
ン
デ
ィ
政
権
は
国
内
の
不
満
に
対
し
、
強
権
的
な

手
段
を
用
い
て
、
こ
れ
を
抑
え
よ
う
と
し
た
た
め
、
国
際
社
会
か
ら
も
批
判
に
晒
さ
れ
る
事
態
に
陥
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
情

が
、
米
印
両
国
の
関
係
改
善
の
障
害
と
な
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
か

(38
)

っ
た
。

三

イ
ン
ド
の
核
実
験
と
非
常
事
態
宣
言
の
反
動

一
九
七
四
年
五
月
一
八
日
、
イ
ン
ド
は
コ
ー
ド
ネ
ー
ム
「
微
笑
む
仏
陀
（Sm

ili ng
Buddha

）」
と
名
付
け
ら
れ
た
核
実
験
を
実
施

し
、
世
界
で
六
番
目
の
核
保
有
国
と
な
っ
た
。
イ
ン
ド
の
核
問
題
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
先
行
研
究
が
存
在
し
、「
平
和
的
核
実
験
」

は
、
一
九
七
一
年
の
時
点
か
ら
承
認
さ
れ
て
い
た
と
の
指
摘
が
あ
る
一
方
で
、
ガ
ン
デ
ィ
首
相
が
核
実
験
を
決
断
す
る
ま
で
の
詳
細
な

経
緯
は
、
史
料
的
制
約
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
い

(39
)

な
い
。
国
際
政
治
の
文
脈
に
着
目
し
た
研
究
は
、
一
九
六
二
年
の
中
印
紛
争
や
六
四

年
の
中
国
の
核
実
験
と
い
っ
た
中
国
か
ら
の
安
全
保
障
の
脅
威
に
対
す
る
措
置
と
七
一
年
の
第
三
次
印
パ
戦
争
時
に
ア
メ
リ
カ
が
核
兵

器
を
搭
載
し
た
空
母
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
を
ベ
ン
ガ
ル
湾
に
派
遣
し
た
こ
と
に
起
因
す
る
核
の
脅
威
認
識
の
変
化
を
、
イ
ン
ド
を
七
四

年
の
核
実
験
に
駆
り
立
て
た
要
因
と
指
摘
す
る
傾
向
が

(40
)

強
い
。
こ
れ
に
対
し
、
イ
ン
ド
国
内
の
動
向
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
研
究
は
、
ガ

ン
デ
ィ
の
力
点
が
対
外
安
全
保
障
問
題
よ
り
も
、
核
保
有
国
と
し
て
の
国
際
的
な
地
位
や
強
力
な
指
導
者
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
の
確
立

に
あ
り
、
政
府
へ
の
批
判
を
抑
え
る
と
い
う
国
内
政
治
へ
の
対
策
に
あ
っ
た
と
の
議
論
を
展
開
し
て

(41
)

い
る
。

立教法学 第 106 号（2022)

378（51）



核
実
験
の
報
に
接
し
た
ア
メ
リ
カ
政
府
は
、
イ
ン
ド
国
内
政
治
の
影
響
が
、
ガ
ン
デ
ィ
の
決
断
に
強
く
反
映
し
た
と
の
認
識
を
抱
い

て
い
た
。
核
実
験
直
後
、
デ
リ
ー
の
イ
ン
ド
大
使
館
は
、「
イ
ン
ド
は
経
済
的
に
深
刻
か
つ
困
難
な
状
況
に
あ
り
、〔
ガ
ン
デ
ィ
〕
政
権

は
高
ま
り
つ
つ
あ
る
幻
滅
と
不
満
に
直
面
し
て
い
る
」
と
指
摘
し
、「
こ
う
し
た
国
内
全
体
の
沈
ん
だ
雰
囲
気
と
不
安
感
が
、
イ
ン
ド

の
核
実
験
の
決
断
に
重
要
性
を
付
加
し
た
」
と
の
見
解
を
、
国
務
省
に
報
告
し
た
。
大
使
館
は
ま
た
、
多
く
の
国
民
が
核
実
験
の
成
功

を
歓
迎
し
て
お
り
、
ガ
ン
デ
ィ
は
国
際
社
会
か
ら
の
批
判
を
受
け
る
一
方
で
、
国
内
政
治
に
お
い
て
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
揚
を

達
成
し
、「
政
治
的
な
見
返
り
」
を
得
る
だ
ろ
う
と
指
摘
し
、
国
内
で
の
政
府
へ
の
批
判
が
高
ま
る
状
況
下
で
は
、
核
実
験
が
首
相
に

と
っ
て
は
利
点
と
な
る
と
の
見
解
を
提
示

(42
)

し
た
。

ア
メ
リ
カ
政
府
は
、
イ
ン
ド
に
は
核
実
験
を
実
施
し
、
核
兵
器
を
製
造
す
る
能
力
が
あ
る
こ
と
を
把
握
し
て
い
た
も
の
の
、
ガ
ン
デ

ィ
政
権
が
国
際
社
会
か
ら
の
非
難
と
制
裁
の
危
険
性
を
顧
み
ず
に
、
核
実
験
に
踏
み
切
る
と
は
想
定
し
て
お
ら
ず
、
南
ア
ジ
ア
の
核
問

題
へ
の
対
応
で
は
後
れ
を
取
っ
た
。
イ
ン
ド
の
核
実
験
は
、
一
九
七
〇
年
に
発
効
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｔ
体
制
に
対
す
る
挑
戦
で
あ
り
、
パ
キ
ス

タ
ン
の
反
発
と
核
開
発
を
促
し
、
南
ア
ジ
ア
地
域
の
不
安
定
化
を
促
す
要
因
と
な
る
の
は
、
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
国
務
省

内
で
は
当
初
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
体
制
を
脅
か
し
た
イ
ン
ド
へ
の
対
応
策
と
し
て
、
明
確
な
批
判
を
行
う
こ
と
を
検
討
し
て

(43
)

い
た
。

こ
れ
に
異
を
唱
え
た
の
は
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ト
事
件
で
苦
境
に
陥
っ
た
大
統
領
に
代
わ
り
、
外
交
面
で
影
響
力
を
強
め
た
キ
ッ
シ

ン
ジ
ャ
ー
で
あ
っ
た
。
一
九
七
三
年
九
月
か
ら
国
務
長
官
も
兼
任
す
る
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
、
イ
ン
ド
の
核
実
験
に
関
し
て
、
強
い
声

明
を
出
さ
ず
に
「
控
え
め
な
」
対
応
を
維
持
す
る
よ
う
厳
命
し
た
。
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
の
考
え
で
は
、
核
実
験
が
既
成
事
実
と
な
っ
た

以
上
、
イ
ン
ド
へ
の
強
い
批
判
は
、
単
に
両
国
の
関
係
を
悪
化
さ
せ
る
だ
け
の
建
設
的
と
は
い
え
な
い
選
択
肢
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。

イ
ン
ド
と
の
関
係
悪
化
を
懸
念
し
た
モ
イ
ニ
ハ
ン
大
使
も
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
の
意
見
に
賛
同
の
意
を
示
し
て
い
た
。
モ
イ
ニ
ハ
ン
は
、

ガ
ン
デ
ィ
政
権
は
国
内
が
危
機
に
あ
る
時
に
核
実
験
を
実
施
し
、
国
民
に
一
時
的
な
高
揚
感
を
与
え
る
の
に
成
功
す
る
も
の
の
、
経
済

不
況
が
続
け
ば
、
や
が
て
穏
健
な
路
線
に
進
ん
で
い
き
、
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
も
改
善
す
る
と
の
観
点
か
ら
、
国
務
省
が
検
討
し
て
い
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た
「
遺
憾
の
意
」
を
表
明
す
る
行
為
は
望
ま
し
く
な
い
と
判
断
し
た
の
で

(44
)

あ
る
。

ア
メ
リ
カ
は
、
一
九
六
三
年
に
イ
ン
ド
と
原
子
力
の
平
和
利
用
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
て
い
た
が
、
こ
の
協
定
は
核
技
術
の
軍
事

転
用
を
禁
ず
る
一
方
で
、
平
和
利
用
目
的
の
核
実
験
に
対
す
る
明
確
な
規
制
を
課
し
て
い
な
か
っ
た
。
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
の
「
控
え
め

な
」
対
応
は
、
ガ
ン
デ
ィ
政
権
が
核
物
質
を
第
三
国
に
提
供
も
、
核
兵
器
の
製
造
も
行
っ
て
い
な
い
状
況
下
で
は
、
法
的
な
意
味
で
は

問
題
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
中
央
情
報
局
（Central Intelli gence

A
gency: CIA

）
も
、
イ
ン
ド
が
核
技
術
の
軍
事
転
用

と
核
兵
器
の
運
搬
シ
ス
テ
ム
開
発
に
つ
い
て
考
慮
し
て
い
な
い
と
は
断
言
で
き
な
い
も
の
の
、
兵
器
開
発
に
着
手
し
た
と
の
確
た
る
情

報
は
な
い
と
の
報
告
を
行
っ
て
お
り
、「
平
和
的
核
実
験
」
と
い
う
イ
ン
ド
政
府
側
の
主
張
を
否
定
で
き
る
情
報
は
掴
ん
で
い
な
か
っ

た
。
そ
の
た
め
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
、「
平
和
的
核
実
験
」
の
抜
け
穴
を
塞
ぐ
た
め
、
Ｎ
Ｓ
Ｇ
と
歩
調
を
合
わ
せ
、
原
子
力
技
術
の

輸
出
に
関
す
る
制
限
措
置
の
強
化
に
同
意
す
る
一
方
で
、
イ
ン
ド
へ
の
「
控
え
め
な
」
対
応
を
維
持
し
た
。
七
四
年
一
〇
月
の
ガ
ン
デ

ィ
首
相
と
の
会
談
で
は
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
核
拡
散
を
防
ぐ
た
め
、
核
燃
料
物
質
の
厳
重
な
管
理
の
必
要
性
を
説
き
な
が
ら
も
、
核

実
験
へ
の
直
接
的
な
非
難
を
避
け
、「
核
武
装
す
る
意
思
は
な
い
」
と
い
う
イ
ン
ド
政
府
の
言
質
を
、
再
確
認
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
の

で
(45
)

あ
る
。

イ
ン
ド
の
核
実
験
へ
の
ア
メ
リ
カ
政
府
の
抑
制
的
な
対
応
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
国
内
か
ら
は
批
判
が
高
ま
っ
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
議

会
内
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
体
制
を
支
持
す
る
議
員
達
が
、
政
府
の
対
応
が
「
弱
腰
」
あ
る
い
は
、「
不
十
分
」
で
あ
る
と
の
主
張
を
展
開
し

て
い
た
。
批
判
の
急
先
鋒
で
あ
っ
た
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
選
出
の
ロ
ン
グ
（Cl arence

Long

）
下
院
議
員
は
、
ア
メ
リ
カ
政
府
に
世
界
銀

行
で
の
イ
ン
ド
向
け
融
資
の
全
て
に
反
対
す
る
よ
う
定
め
た
法
案
を
提
出
し
、
こ
れ
を
議
会
で
可
決
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
ロ
ン

グ
の
法
案
は
、
世
界
銀
行
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
影
響
力
が
低
下
し
て
い
た
た
め
、
実
質
的
な
影
響
力
を
ガ
ン
デ
ィ
政
権
に
与
え
る
も

の
で
は
な
か
っ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
議
会
が
イ
ン
ド
の
核
実
験
に
反
対
し
て
い
る
と
い
う
姿
勢
を
明
確
に
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
下
院
で

は
、
イ
ン
ド
向
け
の
援
助
を
停
止
す
る
法
案
も
提
出
さ
れ
て
い
た
。
こ
ち
ら
の
法
案
は
、
可
決
に
は
至
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
下
院
で

立教法学 第 106 号（2022)

376（53）



は
一
五
九
票
の
支
持
を
集
め
て
お
り
、
イ
ン
ド
の
核
実
験
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
国
内
の
批
判
の
大
き
さ
を
反
映
し
て
い
た
。

さ
ら
に
、
国
内
の
反
核
団
体
も
ア
メ
リ
カ
政
府
に
対
し
て
、
イ
ン
ド
向
け
の
原
子
力
政
策
の
転
換
を
迫
っ
て
い
た
。
反
核
派
の
要
求

は
、
イ
ン
ド
と
の
原
子
力
分
野
に
お
け
る
協
力
関
係
の
停
止
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
政
府
の
懸
念
は
、
原
子
力
の
規
制
に
関
す
る
管
轄

権
が
、
原
子
力
委
員
会
（A

tom
i c

Energy
Com

m
i ssi on: A

EC

）
か
ら
一
九
七
五
年
に
設
立
さ
れ
た
原
子
力
規
制
員
会
（N

ucl ear

Regul atory
Com

m
i ssi on: N

RC

）
に
移
譲
さ
れ
た
た
め
、
大
統
領
府
の
管
轄
外
と
な
っ
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
イ
ン

ド
向
け
の
規
制
は
、
Ｎ
Ｒ
Ｃ
が
最
終
決
定
を
一
九
七
六
年
の
大
統
領
選
挙
後
ま
で
見
送
っ
た
た
め
、
そ
の
後
も
ア
メ
リ
カ
国
内
政
治
の

争
点
と
し
て
残
っ
た
の
で

(46
)

あ
る
。

キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
の
「
控
え
め
な
対
応
」
へ
の
不
満
は
ま
た
、
パ
キ
ス
タ
ン
か
ら
も
生
じ
て
い
た
。
ソ
連
や
イ
ン
ド
、
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
と
い
う
周
辺
国
か
ら
の
安
全
保
障
上
の
脅
威
を
常
に
訴
え
て
き
た
ブ
ッ
ト
ー
は
、
イ
ン
ド
核
実
験
を
受
け
て
、
ニ
ク
ソ
ン
に
親
書

を
送
り
、
武
器
禁
輸
措
置
の
即
時
解
除
と
パ
キ
ス
タ
ン
へ
の
安
全
保
障
に
関
す
る
言
質
を
求
め
て
き
た
。
パ
キ
ス
タ
ン
は
ま
た
、
イ
ン

ド
が
ソ
連
か
ら
武
器
の
提
供
を
受
け
て
い
る
こ
と
も
武
器
禁
輸
措
置
の
解
除
を
求
め
る
理
由
だ
と
主
張
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
ニ

ク
ソ
ン
は
パ
キ
ス
タ
ン
の
独
立
と
領
土
保
全
の
た
め
、
ア
メ
リ
カ
が
関
与
す
る
こ
と
を
言
明
し
た
も
の
の
、
禁
輸
措
置
に
つ
い
て
は
検

討
中
で
あ
る
と
の
素
っ
気
な
い
態
度
を
取
っ
た
。
パ
キ
ス
タ
ン
側
は
、
ニ
ク
ソ
ン
の
辞
任
に
よ
り
、
大
統
領
に
昇
格
し
た
フ
ォ
ー
ド
に

対
し
て
も
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
安
全
保
障
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
製
兵
器
の
重
要
性
を
訴
え
て
い
た
。
し
か
し
、
フ
ォ
ー
ド
は
兵
器
輸
出
に

対
す
る
ア
メ
リ
カ
議
会
の
反
発
を
理
由
に
、
パ
キ
ス
タ
ン
側
の
要
求
に
応
え
る
の
が
困
難
で
あ
る
と
の
見
解
を
提
示
し
た
。
ア
メ
リ
カ

の
対
応
に
苛
立
ち
を
覚
え
た
ブ
ッ
ト
ー
は
、
イ
ン
ド
の
軍
事
的
脅
威
に
対
抗
す
る
た
め
「
確
実
な
抑
止
力
」
を
持
つ
必
要
性
が
あ
る
と

指
摘
し
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
核
開
発
の
可
能
性
を
暗
示
す
る
こ
と
で
、
フ
ォ
ー
ド
政
権
か
ら
軍
事
援
助
を
引
き
出
そ
う
と
試
み
た
の
で

(47
)

あ
る
。

フ
ォ
ー
ド
政
権
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
核
開
発
を
示
唆
す
る
ブ
ッ
ト
ー
の
発
言
を
受
け
、
態
度
を
軟
化
さ
せ
た
。
一
九
七
五
年
二
月
、
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ブ
ッ
ト
ー
と
会
談
し
た
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
、
防
衛
の
た
め
の
兵
器
輸
出
で
あ
る
点
を
強
調
し
た
上
で
、「
友
人
の
た
め
に
禁
輸
措
置

を
講
じ
る
の
は
正
し
い
行
為
で
は
な
い
」
と
述
べ
、
禁
輸
措
置
の
撤
廃
を
言
明
し
た
。
ア
メ
リ
カ
政
府
は
、『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ

ム
ズ
』
紙
か
ら
、
南
ア
ジ
ア
の
軍
拡
競
争
を
促
進
す
る
と
の
批
判
を
受
け
た
が
、
こ
う
し
た
国
内
か
ら
の
批
判
を
覚
悟
の
上
で
、
イ
ン

ド
の
核
能
力
に
対
す
る
自
衛
手
段
を
模
索
す
る
パ
キ
ス
タ
ン
に
対
し
、
武
器
禁
輸
措
置
の
撤
廃
が
、
ブ
ッ
ト
ー
政
権
の
核
開
発
計
画
へ

の
防
止
策
と
な
る
こ
と
に
期
待
し
た
の
で
あ
っ
た
。
む
ろ
ん
、
ア
メ
リ
カ
政
府
高
官
達
は
、
イ
ン
ド
政
府
か
ら
の
批
判
も
想
定
し
て
い

た
。
し
か
し
、
フ
ォ
ー
ド
政
権
は
、
ソ
連
か
ら
の
軍
事
援
助
を
受
け
、
核
実
験
に
も
成
功
し
、
南
ア
ジ
ア
地
域
の
大
国
の
地
位
を
確
立

し
た
イ
ン
ド
が
、
第
三
次
印
パ
戦
争
に
敗
北
し
、
領
土
の
半
分
を
失
っ
た
パ
キ
ス
タ
ン
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
が
少
額
の
援
助
を
行
っ

て
も
、
激
し
い
反
発
は
招
か
な
い
と
判
断
し
た
の
で

(48
)

あ
る
。

だ
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
ガ
ン
デ
ィ
政
権
の
反
応
は
、
想
像
以
上
に
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
ガ
ン
デ
ィ
政
権
は
ま
ず
、
米
印
共
同
委

員
会
の
会
合
に
参
加
す
る
た
め
、
三
月
に
訪
米
予
定
の
チ
ャ
バ
ン
外
相
（
一
九
七
四
年
か
ら
）
の
派
遣
を
中
止
し
、
フ
ォ
ー
ド
政
権
に

抗
議
の
意
思
を
示
し
た
。
さ
ら
に
、
モ
イ
ニ
ハ
ン
の
後
任
と
し
て
着
任
し
た
ば
か
り
の
サ
ク
ス
ビ
ー
（W

illi am
B. Saxbe

）
は
、「
こ

の
頃
の
イ
ン
ド
人
は
、
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
を
特
別
大
切
だ
と
思
っ
て
い
な
い
」
と
指
摘
し
、
チ
ャ
バ
ン
と
の
会
談
に
お
い
て
、
外
相

が
イ
ン
ド
へ
の
八
〇
万
ト
ン
の
小
麦
売
買
を
取
り
決
め
た
Ｐ
Ｌ
四
八
〇
の
合
意
に
つ
い
て
さ
え
、
知
ら
な
い
素
振
り
を
見
せ
た
こ
と
に

危
機
感
を
抱
い
た
の
で
あ
る
。
サ
ク
ス
ビ
ー
は
ま
た
、
ガ
ン
デ
ィ
政
権
の
対
米
批
判
が
、
八
月
の
州
選
挙
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
再
び

辛
辣
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
憂
慮

(49
)

し
た
。

新
大
使
の
こ
の
予
感
は
的
中
し
た
。
イ
ン
ド
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
パ
キ
ス
タ
ン
へ
の
武
器
供
与
が
南
ア
ジ
ア
の
安
定
を
脅
か
し
て
い

る
と
い
っ
た
言
説
以
外
に
も
、
デ
ィ
エ
ゴ
・
ガ
ル
シ
ア
島
の
米
軍
基
地
施
の
存
在
は
、
イ
ン
ド
に
対
す
る
「
海
の
脅
威
」
で
あ
る
と
い

っ
た
批
判
が
、
ガ
ン
デ
ィ
首
相
や
国
民
会
議
派
の
指
導
者
た
ち
か
ら
も
頻
繁
に
繰
り
返
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
パ
キ
ス
タ
ン
へ

の
武
器
供
与
に
対
す
る
反
発
は
、
米
印
関
係
の
修
復
に
賛
同
し
て
き
た
カ
ウ
ル
大
使
か
ら
も
上
が
っ
て

(50
)

い
た
。
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ア
メ
リ
カ
政
府
は
、
こ
う
し
た
イ
ン
ド
か
ら
の
激
し
い
反
発
に
苛
立
ち
を
募
ら
せ
て
い
っ
た
。
国
務
省
は
サ
ク
ス
ビ
ー
に
対
し
、
ガ

ン
デ
ィ
政
権
が
選
挙
目
的
で
ア
メ
リ
カ
へ
の
非
難
を
恒
常
化
さ
せ
る
前
に
、「
強
硬
路
線
」
を
取
る
よ
う
指
示
を
出
し
た
。
キ
ッ
シ
ン

ジ
ャ
ー
の
ガ
ン
デ
ィ
政
権
へ
の
不
満
は
、
ア
メ
リ
カ
が
核
実
験
に
対
し
、「
控
え
め
な
」
対
応
に
努
め
た
の
を
無
視
し
た
だ
け
で
な
く
、

イ
ン
ド
が
ソ
連
と
の
間
に
新
た
な
武
器
取
引
で
合
意
を
取
り
付
け
て
い
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
の
考
え
で
は
、
自
国
内

で
ソ
連
製
の
兵
器
を
生
産
す
る
一
方
で
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
パ
キ
ス
タ
ン
へ
の
武
器
供
与
を
批
判
し
て
き
た
イ
ン
ド
政
府
の
行
為
は
、

「
偽
善
」
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
か
ら
の
要
請
に
対
し
、
サ
ク
ス
ビ
ー
は
ア
メ
リ
カ
政
府
か
ら
の
強
い
抗
議
は
、「
実

効
性
を
伴
わ
な
い
脅
し
」
で
あ
る
と
指
摘
し
、
国
務
省
に
再
考
を
求
め
た
も
の
の
、
無
駄
足
に
終
わ
っ
た
。
七
五
年
五
月
に
開
催
さ
れ

た
チ
ャ
バ
ン
と
の
会
談
で
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
の
方
針
通
り
に
抗
議
の
意
思
を
示
し
た
サ
ク
ス
ビ
ー
は
、
そ
の
影
響
に
つ
い
て
、
首
相

や
外
相
に
は
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
も
の
の
、
国
民
会
議
派
の
政
治
家
達
は
厳
し
い
対
米
非
難
を
繰
り
広
げ
て
い
る
と

主
張
し
、
限
定
的
で
あ
っ
た
と
の
見
解
を
示
し
た
の
で

(51
)

あ
る
。

そ
の
翌
月
の
ガ
ン
デ
ィ
首
相
に
よ
る
非
常
事
態
宣
言
は
、
イ
ン
ド
へ
の
対
応
に
苦
慮
し
て
い
た
フ
ォ
ー
ド
政
権
に
と
っ
て
、
新
た
な

問
題
と
な
っ
た
。
ガ
ン
デ
ィ
は
、
六
月
二
七
日
の
ラ
ジ
オ
放
送
に
お
い
て
、
宣
言
発
出
に
至
っ
た
経
緯
を
国
民
に
説
明
し
、
非
常
事
態

宣
言
は
中
央
政
府
の
全
面
的
麻
痺
を
目
的
と
し
た
デ
モ
や
暴
動
、
軍
部
の
離
反
を
扇
動
す
る
野
党
勢
力
へ
の
対
応
措
置
で
あ
る
と
の
見

解
を
示

(52
)

し
た
。
イ
ン
ド
政
府
は
ま
た
、
非
常
事
態
宣
言
が
内
政
問
題
で
あ
り
、
外
交
関
係
に
は
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
と
言
明
し
、
非
常

事
態
宣
言
に
対
す
る
海
外
か
ら
の
懸
念
の
緩
和
を
試
み
た
。
し
か
し
、
イ
ン
ド
国
内
の
反
政
府
勢
力
の
鎮
圧
と
政
権
の
維
持
を
目
的
と

し
た
非
常
事
態
宣
言
は
、
厳
し
い
報
道
管
制
や
反
政
府
政
党
の
非
合
法
化
、
反
ガ
ン
デ
ィ
派
の
不
当
逮
捕
と
い
っ
た
強
硬
策
を
伴
っ
た

た
め
、
国
際
社
会
か
ら
大
き
な
非
難
を
集
め
た
。
と
り
わ
け
、
言
論
の
自
由
へ
の
弾
圧
に
対
す
る
欧
米
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
反
発
は
激
し

く
、
イ
ギ
リ
ス
の
『
タ
イ
ム
ズ
』
紙
は
、「
イ
ン
ド
の
独
裁
者
」
と
題
す
る
記
事
を
掲
載
し
、
イ
ン
ド
の
民
主
制
の
危
機
を
報
じ
た
。

『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
』
紙
も
ま
た
、「
イ
ン
ド
の
鉄
の
カ
ー
テ
ン
」
と
題
す
る
記
事
の
中
で
、
独
立
後
の
イ
ン
ド
が
維
持
し
て
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き
た
自
由
や
民
主
主
義
と
い
っ
た
価
値
観
が
失
わ
れ
る
こ
と
へ
の
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
議
会
か
ら
も
、
バ
ー
ド

（RobertByrd

）
民
主
党
院
内
副
総
務
か
ら
イ
ン
ド
へ
の
援
助
停
止
措
置
が
提
唱
さ
れ
る
な
ど
、
ガ
ン
デ
ィ
首
相
へ
の
反
発
が
強
ま
っ

て
い
っ
た
の
で

(53
)

あ
る
。

フ
ォ
ー
ド
政
権
は
、
ア
メ
リ
カ
国
内
に
お
け
る
イ
ン
ド
政
府
へ
の
批
判
の
高
ま
り
を
受
け
、
大
統
領
の
訪
印
中
止
を
決
定
し
た
も
の

の
、
非
常
事
態
宣
言
に
関
し
て
は
、
基
本
的
に
静
観
の
構
え
を
示
し
た
。
デ
リ
ー
の
ア
メ
リ
カ
大
使
館
か
ら
は
、
イ
ン
ド
国
内
で
反
米

感
情
が
高
ま
る
中
、
非
常
事
態
宣
言
の
件
で
ガ
ン
デ
ィ
政
権
を
さ
ら
に
刺
激
す
る
の
は
得
策
で
は
な
い
と
の
意
見
が
提
示
さ
れ
た
。
サ

ク
ス
ビ
ー
の
見
解
は
、
イ
ン
ド
と
の
関
係
改
善
に
は
消
極
的
と
は
な
っ
た
も
の
の
、
こ
れ
以
上
の
ソ
連
と
イ
ン
ド
の
接
近
を
望
ま
な
い

キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
の
立
場
と
も
合
致
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
武
器
提
供
だ
け
で
な
く
、
貿
易
や
人
材
交
流
な
ど
を
通
じ
て
、
イ
ン
ド
と

の
関
係
強
化
を
図
っ
て
い
た
ソ
連
は
、
西
側
諸
国
と
は
対
照
的
に
、
ガ
ン
デ
ィ
政
権
の
非
常
事
態
宣
言
へ
の
明
確
な
支
持
を
表
明
し
て

い
た
の
で

(54
)

あ
る
。

し
か
し
、
ガ
ン
デ
ィ
政
権
の
対
米
批
判
は
、
ア
メ
リ
カ
政
府
の
慎
重
な
対
応
に
も
関
わ
ら
ず
、
激
し
さ
を
増
し
て
い
っ
た
。
ガ
ン
デ

ィ
首
相
の
対
米
不
信
は
、
七
五
年
末
の
イ
ン
ド
国
民
会
議
派
の
会
合
に
お
け
る
「
ア
ジ
ア
各
国
の
独
裁
政
権
と
戯
れ
て
き
た
ア
メ
リ
カ

が
、
イ
ン
ド
の
民
主
主
義
の
将
来
を
危
惧
す
る
の
は
偽
善
で
あ
る
」
と
の
声
明
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
七
六
年
初
頭
に
は
、
サ
ク

ス
ビ
ー
が
国
務
省
に
対
し
、
米
印
関
係
の
好
転
の
兆
し
は
見
ら
れ
な
い
上
に
、
ガ
ン
デ
ィ
首
相
は
自
分
に
と
っ
て
、「
政
治
的
利
便
性
」

が
高
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
、
対
米
批
判
を
繰
り
返
す
だ
ろ
う
と
悲
観
的
な
評
価
を
下
し
て
い
た
。
大
使
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
ガ
ン
デ

ィ
は
パ
キ
ス
タ
ン
へ
の
武
器
供
与
問
題
だ
け
で
な
く
、
ソ
連
と
の
関
係
維
持
や
国
民
会
議
派
の
左
派
勢
力
を
宥
め
る
際
に
も
、
ア
メ
リ

カ
へ
の
非
難
を
強
め
る
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
て
い
た
。
と
り
わ
け
、
ア
メ
リ
カ
を
悩
ま
せ
た
の
は
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
が
イ
ン
ド
国
内
や
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
国
内
で
、
秘
密
工
作
を
行
っ
て
い
る
と
の
風
評
被
害
で
あ

(55
)

っ
た
。
同
年
一
月
下
旬
、
シ
ス
コ
（Joseph

Si sco

）
国
務
次
官

は
、
カ
ウ
ル
大
使
と
会
談
し
、
イ
ン
ド
政
府
の
指
摘
す
る
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
活
動
は
事
実
無
根
で
あ
り
、
そ
れ
で
も
主
張
を
曲
げ
な
い
の
で
あ
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れ
ば
、
明
確
な
証
拠
の
提
出
を
求
め
る
と
述
べ
、
毅
然
と
し
た
態
度
を
取
っ
た
の
で

(56
)

あ
る
。

こ
の
日
の
会
談
で
は
、
シ
ス
コ
か
ら
カ
ウ
ル
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
イ
ン
ド
政
府
と
の
関
係
改
善
に
も
応
じ
る
と
の
意
思
表
示

も
行
わ
れ
た
も
の
の
、
そ
の
前
提
条
件
は
イ
ン
ド
側
の
行
動
次
第
で
あ
る
と
の
留
意
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
フ
ォ
ー
ド
政
権
の
方
か
ら

ガ
ン
デ
ィ
政
権
の
方
へ
歩
み
寄
る
意
思
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
政
府
が
イ
ン
ド
政
府
と
の
関
係
修
復

に
悲
観
的
な
見
解
を
強
め
た
の
は
、
七
六
年
五
月
に
各
省
の
諜
報
部
門
が
作
成
し
た
報
告
書
か
ら
も
窺
え
た
。「
イ
ン
ド
：
現
在
の
状

況
と
将
来
の
展
望
」
と
題
す
る
報
告
書
は
、
イ
ン
ド
と
の
関
係
改
善
が
今
後
と
も
「
限
定
的
」
に
な
る
と
断
じ
、「
過
去
三
年
間
は
同

じ
よ
う
な
状
況
が
続
く
と
考
え
ら
れ
る
」
と
の
結
論
を
下
し
た
の
で

(57
)

あ
る
。

だ
が
、
米
印
両
国
の
関
係
修
復
の
可
能
性
は
、
一
九
七
七
年
三
月
に
ガ
ン
デ
ィ
首
相
が
非
常
事
態
体
制
の
正
当
性
を
問
う
た
め
、
選

挙
の
実
施
に
踏
み
切
っ
た
こ
と
で
、
突
如
出
現
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
選
挙
の
結
果
、
国
民
会
議
派
が
敗
北
し
、
ガ
ン
デ
ィ
と
は
対
照

的
に
、
親
米
・
反
ソ
傾
向
に
あ
る
と
ア
メ
リ
カ
が
評
価
し
て
き
た
デ
ー
サ
ー
イ
ー
（
M
orarjiD
esai）
が
首
相
に
任
命
さ
れ
た
こ
と
も
、

今
後
の
米
印
関
係
に
大
き
な
変
化
を
与
え
る
兆
し
に
見
え
た
。
た
だ
し
、
こ
の
機
会
を
利
用
で
き
た
の
は
、
ニ
ク
ソ
ン
と
フ
ォ
ー
ド
両

政
権
の
核
不
拡
散
問
題
へ
の
対
応
を
痛
烈
に
批
判
し
、
大
統
領
選
挙
に
勝
利
し
た
カ
ー
タ
ー
（Ji m

m
y

Carter

）
で
あ

(58
)

っ
た
。

お
わ
り
に

ア
メ
リ
カ
政
府
は
、
第
三
次
印
パ
戦
争
の
終
結
と
同
時
に
、「
傾
斜
政
策
」
で
悪
化
し
た
イ
ン
ド
と
の
関
係
を
修
復
し
、
伝
統
的
な

印
パ
両
国
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
な
が
ら
南
ア
ジ
ア
地
域
の
政
治
的
安
定
化
を
目
的
と
し
た
政
策
路
線
へ
の
回
帰
に
乗
り
出
し
た
も
の

の
、
ガ
ン
デ
ィ
政
権
と
の
安
定
し
た
関
係
を
築
く
こ
と
に
失
敗
し
た
。
ガ
ン
デ
ィ
政
権
の
対
米
不
信
は
、
南
ア
ジ
ア
危
機
で
の
ニ
ク
ソ

ン
政
権
の
対
応
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
ニ
ク
ソ
ン
政
権
の
イ
ン
ド
と
の
関
係
改
善
に
向
け
た
模
索
が
、
最
初
か
ら
実
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現
不
可
能
な
政
策
目
標
で
あ
っ
た
と
結
論
付
け
る
の
は
早
計
で
あ
る
。
ガ
ン
デ
ィ
政
権
に
は
、
ジ
ャ
ー
大
使
の
よ
う
に
米
印
の
冷
え
切

っ
た
関
係
が
持
続
す
る
状
態
に
強
い
危
機
感
を
抱
く
人
物
も
お
り
、
ニ
ク
ソ
ン
政
権
か
ら
の
和
解
の
申
し
入
れ
を
受
け
る
可
能
性
が
残

さ
れ
て
い
た
。

こ
う
し
た
関
係
改
善
に
向
け
た
兆
し
は
、
米
印
両
国
の
関
係
悪
化
の
元
凶
で
あ
る
東
パ
キ
ス
タ
ン
問
題
が
、
印
パ
間
で
締
結
さ
れ
た

シ
ム
ラ
協
定
に
よ
っ
て
ひ
と
段
落
す
る
と
、
よ
り
は
っ
き
り
と
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
コ
ナ
リ
ー
財
務
長
官
が
、
ガ
ン
デ
ィ
首
相
と

の
会
談
で
示
し
た
よ
う
な
抑
制
的
な
態
度
は
、
イ
ン
ド
国
内
で
も
好
印
象
を
与
え
て
い
た
。
さ
ら
に
ニ
ク
ソ
ン
政
権
は
、
イ
ン
ド
政
府

の
経
済
安
全
保
障
の
分
野
に
お
け
る
最
大
の
懸
念
材
料
で
あ
っ
た
ル
ピ
ー
問
題
で
、
大
幅
に
譲
歩
し
た
こ
と
に
よ
り
、
ガ
ン
デ
ィ
政
権

の
対
米
認
識
を
上
向
き
と
す
る
の
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
ル
ピ
ー
問
題
の
影
響
力
は
、
ガ
ン
デ
ィ
政
権
内
で
も
一
際
、
反
米
的
と
見

な
さ
れ
た
シ
ン
外
相
ま
で
が
、
ア
メ
リ
カ
政
府
の
措
置
を
評
価
し
た
点
か
ら
も
明
確
で
あ
っ
た
。

だ
が
、
イ
ン
ド
が
抱
く
対
米
不
信
は
根
深
く
、
ル
ピ
ー
問
題
の
収
束
だ
け
で
は
払
拭
す
る
に
は
不
十
分
で
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
、
一

九
七
〇
年
代
の
イ
ン
ド
は
、
食
糧
不
足
や
失
業
問
題
と
い
っ
た
深
刻
な
社
会
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
第
三
次
印
パ
戦
争
で
勝
利
し
、
圧

倒
的
な
人
気
を
獲
得
し
た
ガ
ン
デ
ィ
政
権
で
あ
っ
て
も
、
国
内
の
不
満
を
逸
ら
す
た
め
、
イ
ン
ド
国
内
で
根
強
い
対
米
不
信
を
政
治
的

に
利
用
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
よ
う
に
、
国
民
会
議
派
の
盤
石
な
体
制
下
に
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
ニ
ク
ソ
ン
・
フ
ォ
ー
ド
両

政
権
は
、
ガ
ン
デ
ィ
政
権
の
閣
僚
や
国
民
会
議
派
の
指
導
者
達
の
反
米
姿
勢
が
、
国
内
向
け
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
様
相
を
帯
び
て
い

る
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
も
の
の
、
非
難
を
繰
り
返
し
浴
び
る
こ
と
で
、
イ
ン
ド
に
対
す
る
心
証
を
悪
く
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
イ
ン
ド
国
内
で
高
ま
る
反
政
府
批
判
に
苦
慮
す
る
ガ
ン
デ
ィ
政
権
の
実
施
し
た
核
実
験
と
非
常
事
態
宣
言

の
発
出
は
、
米
印
関
係
の
修
復
を
一
層
困
難
に
し
た
。
ニ
ク
ソ
ン
・
フ
ォ
ー
ド
両
政
権
は
、
抑
制
的
な
対
応
を
維
持
す
る
こ
と
で
、
米

印
関
係
修
復
の
機
会
を
模
索
し
た
も
の
の
、
イ
ン
ド
へ
の
厳
し
い
対
応
を
求
め
る
ア
メ
リ
カ
議
会
や
世
論
と
の
板
挟
み
に
状
態
に
陥
っ

た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
、
イ
ン
ド
の
核
実
験
に
よ
り
、
安
全
保
障
上
の
危
機
感
を
強
め
た
パ
キ
ス
タ
ン
の
核
開
発
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を
阻
止
す
る
た
め
、
パ
キ
ス
タ
ン
へ
の
武
器
供
与
を
再
考
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
イ
ン
ド
か
ら
更
な
る
非
難
を
浴
び
る
結
果
と
な
っ

た
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
南
ア
ジ
ア
危
機
以
後
の
ニ
ク
ソ
ン
政
権
と
フ
ォ
ー
ド
政
権
に
よ
る
米
印
関
係
修
復
に
向
け
た
試
み
は
、
イ
ン
ド

国
内
政
治
の
影
響
や
印
パ
両
国
と
の
政
策
調
整
の
失
敗
を
受
け
、
実
を
結
ぶ
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

(1
）H

arold
A
. Gould

&
Su m

it Ganguly, ed., T
h e

H
ope

and
th e

R
ealit y: U

.S.
Indi an

R
el ati on sf rom

R
ooseveltt o

R
eagan

（
Bould er: W

estvi ew
Press, 1992）, 1.

(2
）
冷
戦
期
の
ア
メ
リ
カ
南
ア
ジ
ア
政
策
を
実
証
的
に
分
析
し
た
も
の
と
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
研
究
が
あ
る
。D

enni s
M

errill, Bread
and

th e
Ball ot: T

h e
U
nit ed

St at esand
Indi a’ sE

con om
i c

D
evel opm

ent1947 -1963 （
Ch ap el H

ill: T
h e

U
niv ersity

of N
orth

Carolin a
Press, 1990）; Rob ert J. M

cM
ah on,

T
h e

Cold
W

ar
on

th e
Peri ph ery:

T
h e

U
nit ed

St at es,
Indi a

and
Paki st an （

N
ew

Y
ork: Colu m

bi a
U
niv ersity

Press, 1994）; A
nd rew

J. Rott er,
Com

rad es
at

O
dd s:

T
h e

U
nit ed

St at es
and

Indi a,
1947 -1964 （

Ith aca: Corn el U
niv ersity

Press, 2000）; D
enni s

K
ux, T

h e
U
nit ed

St at es
and

Paki st an
1947 -2000: D

i sen ch ant ed
A
lli es（

Balti m
ore

M
aryl and: T

h e
John s

H
opkin s

U
niv ersity

Press, 2001）; D
enni s

K
ux, Indi a

and
th e

U
nit ed

St at es: E
st ran ged

D
em

ocraci es（
H
on olulu: U

niv ersity
Press

ofth e
Pacifi c, 2002）; Paul M

. M
cGarr, T

h e
Cold

W
ar

in
S outh

A
si a: Brit ain,th e

U
nit ed

St at es
and

th e
Indi an

Su bcontin ent1945 -1965 （
Cam

b ridg e: Cam
b ridg e

U
niv ersity

Press, 2014）; Rud ra
Ch audhu ri, Forged

in
Cri si s:

Indi a
and

th e
U
nit ed

St at es
Sin ce

1947 （
Lond on: H

u rst &
Com

p any, 2014）.

(3
）
一
例
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
研
究
が
挙
げ
ら
れ
る
。H

. W
. Brand s, Indi a

and
th e

U
nit ed

St at es: T
h e

Cold
Peace（

Bost on: T
w
ayn e

Publi sh ers,
1990）

;堀
本
武
功
「
国
際
政
治
に
お
け
る
南
ア
ジ
ア

イ
ン
ド
外
交
と
印
米
関
係
」『
ア
ジ
ア
研
究
』
第
五
二
巻
二
号
、
二
〇
〇
六
年
。

(4
）Rott er, op. cit., 65;S riniv asCh ary, T

h eE
agl eand

th ePeacock: U
.S. Forei gn

Poli cyt ow
ard

Indi aSin ceInd epend en ce（
W

estp ort, Conn ecti cut,
Lond on: Green w

ood
Press, 1995）, 113-115.

(5
）Gould

&
Ganguly, ed., op. cit.; H

ow
ard

B.S ch aff er, Ch est erBow
l es: N

ew
D
eal erin

th eCold
W

ar（
Cam

b ridg e
M

. A
.: H

arv ard
U
niv ersity

Press,
1993）; Bru ce

Ri ed el, JFK
’ s

Forgott en
Cri si s: T

i bet,th e
CIA

, and
Sin o- Indi an

W
ar（

W
ashingt on

D
. C.: Brooking s

In stituti on
Press, 2015）.

(6
）M

cM
ah on, op. cit., 332-333.

(7
）
M
cM
ahon
は
第
二
次
印
パ
戦
争
を
契
機
に
ア
メ
リ
カ
が
南
ア
ジ
ア
か
ら
撤
退
し
た
点
を
強
調
し
て
い
る
。
し
か
し
、
六
五
年
以
前
の
水
準
ま
で
に
は
至
ら
な
く
と

も
、
ア
メ
リ
カ
が
南
ア
ジ
ア
へ
の
関
与
を
継
続
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
研
究
も
増
え
て
お
り
、
本
稿
は
後
者
の
立
場
に
依
拠
し
て
い
る
。
第
二
次
印
パ
戦
争
後
の
イ
ン
ド

向
け
の
経
済
援
助
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
文
献
を
参
照
。N

i ck
Cull ath er, T

h e
H
un gry

W
orld: A

m
eri ca’ s

Cold
W

ar
Battl e

A
gain st Povert y

in
A
si a

（
Cam

b ridg e
M

. A
.: H

arv ard
U
niv ersity

Press, 2013）; D
avid

C. Eng erm
an, T

h ePri ceof A
id: T

h eE
con om

i cCold
W

arin
Indi a（

Cam
b ridg e

M
. A

.:
H
arv ard

U
niv ersity

Press, 2018）.

(8
）
例
外
と
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
研
究
が
あ
る
。Ch ary, op. cit.; T

h om
as

P. T
h ornt on, ʠ

U
.S.-Indi an

Rel ati on s
in

th e
N
ix on

and
Ford

Y
ears, ʡ

in
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Gould
&

Ganguly, ed., op. cit.

(9
）W

illi am
Bu rr, ʠ

A
S ch em

e
of ʞ

Cont rol’: T
h e

U
nit ed

St at es
and

th e
O
rigin s

ofth e
N
u cl ear

Suppli er’ s
g roup, 1974-1976, ʡ

T
h e

Int ern ati on al
H
i st ory

R
evi ew

V
ol. 36, N

o. 2. （
2014）;Su m

it
Ganguly, ʠ

Indi a’ s
Path w

ay
t o

Pokh ran
II: T

h e
Prosp ect s

and
S ou rces

of N
ew

D
elhi’ s

N
u cl ear

W
eap on

Prog ram
, ʡ

Int ern ati on alS ecu rit y
V
ol. 23, N

o. 4（
Sp ring, 1999）, 160-161; M

ah m
udul H

uqu e, ʠ
N
u cl ear

Prolif erati on
in

S outh
A
si a

and
U
S

Poli cy, ʡ
Int ern ati on alStudi es

V
ol. 34, N

o. 1（
1997）, 7-8; Paul F. Pow

er, ʠ
T
h e

Ind o- A
m
eri can

N
u cl ear

Cont rov ersy, ʡ
A
si an

Su rvey
V
ol. 19,

N
o. 6（

Jun e
1979）, 578-581.

(10
）
イ
ン
デ
ィ
ラ
・
ガ
ン
デ
ィ
ー
・
ド
ロ
シ
ー
・
ノ
ー
マ
ン
（
朝
長
梨
枝
子
訳
）『
イ
ン
デ
ィ
ラ
・
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
手
紙
一
九
五
〇
～
一
九
八
四
』（
朝
日
新
聞
社
、
一

九
八
八
年
）、
一
九
一

一
九
四
頁
。

(11
）Jam

es
Cam

eron
&

O
r
Rabin ow

it z, ʠ
Eight

Lost
Y
ears?

N
ix on, K

i ssing er
and

th e
N
on- Prolif erati on

Regi m
e, 1969-1977, ʡ

T
h e

Jou rn al
of

St rat egi c
Studi es

V
ol. 40, N

o. 6（
2017）, 848-852; K

ux, op. cit., 315.

(12
）
「
傾
斜
政
策
」
に
つ
い
て
は
以
下
の
文
献
を
参
照
。A
saf

Siniv er, N
i xon,

K
i ssin ger,

and
U
.S.

Forei gn
Poli cy

M
akin g:

T
h e

M
achin ery

of
Cri si s

（
Cam

b ridg e: Cam
b ridg e

U
niv ersity

Press, 2008）; Ju ssi
H
anhi m

aki, T
h e

Fl aw
ed

A
rchit ect:

H
en ry

K
i ssin ger

and
A
m

eri can
Forei gn

Poli cy
（

O
xf ord, N

ew
Y
ork: O

xf ord
U
niv ersity

Press, 2004）; Ray m
ond

L, Garth off, D
ét ent e

and
Conf ront ati on: A

m
eri can-S ovi et R

el ati on sf rom
N
i xon

t o
R
eagan: Revi sed

Editi on （
W

ashingt on
D
. C.: T

h e
Brooking sIn stituti on, 1994）; W

illi am
Bundy, A

T
an gl ed

W
eb: T

h eM
akin g

of Forei gn
Poli cy

in
th e

N
i xon

Presid en cy（
N
ew

Y
ork: H

ill and
W

ang, 1998）;

溝
口
聡
「
ニ
ク
ソ
ン
＝
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
外
交
と
南
ア
ジ
ア
一
九
六
九

七
一
年
：『
傾
斜
政
策
』
再

考
」『
立
教
法
学
』
第
八
四
号
、
二
〇
一
二
年
。

(13
）Jack

A
nd erson, A

nd erson
Pap ers（

N
ew

Y
ork: Rand om

H
ou se, 1973）;

吉
田
修
「
パ
ク
ス
・
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
と
の
遭
遇
と
離
反
」
秋
田
茂
・
水
島
司
編

『
現
代
南
ア
ジ
ア
六
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
三
年
）、
一
二
五
頁
。
ま
た
、
原
文
はM

inut esof W
ashingt on

Sp eci al A
cti on

Group
M

eeting, D
ecem

b er
3, 1971, Forei gn

R
el ati on

ofth e
U
nit ed

St at es

（
以
下FR

U
S

と
し
て
引
用
）:1969 -1976, X

I, 596-604.

(14
）K

ux, Indi a
and

th e
U
nit ed

St at es: E
st ran ged

D
em

ocraci es, op. cit., 279-80;S rin ath
Ragh av an,1971: A

G
l obal H

i st ory
ofth e

Creati on
of

Ban gl ad esh （
Cam

b ridg e
M

. A
.: H

arv ard
U
niv ersity

Pres, 2013）, 82-84;

溝
口
、
前
掲
、
二
八
九

二
九
四
頁
。

(15
）
加
藤
順
美
「
東
パ
キ
ス
タ
ン
に
お
け
る
自
治
権
拡
大
運
動
の
変
遷

一
九
四
九
年
か
ら
一
九
七
一
年
の
ア
ワ
ミ
連
盟
の
動
き
を
中
心
に
」『
国
際
政
治
』
第
一
一

一
号
、
一
九
九
六
年
、
五
一

六
五
頁
。

(16
）
森
利
一
「
パ
ー
キ
ス
タ
ー
ン
、
バ
ン
グ
ラ
デ
ー
シ
ュ
、
イ
ン
ド

イ
ン
ド
亜
大
陸
に
お
け
る
リ
ン
ケ
ッ
ジ
現
象
の
一
事
例
」『
国
際
政
治
』
第
四
六
号
、
一
九
七

二
年
、
二
四
頁
、
加
賀
谷
寛
・
浜
口
恒
夫
『
南
ア
ジ
ア
現
代
史
Ⅱ
』（
山
川
出
版
社
、
一
九
七
七
年
）、
三
〇
一
頁
。

(17
）Rob ert

M
cM

ah on, ʠ
T
h e

D
ang er

of
Geop oliti cal Fant asi es: N

ix on, K
i ssing er, and
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